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1概要
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I (1) ウチナー ジュニアスタディ ー事業概霙

① 【事業の目的】

沖縄県の海外移住者子弟と県内の同年代の青少年がともに生活をしながら沖縄の歴史や文化等、 自然
等を学習する経験を通して、 海外県系人子弟の母県・沖縄への理解と絆を深めるとともに、 世界のウチ
ナーネットワークを担う次世代を育成する。

② 【事業概要】
本事業は、 事前学習、 学習プログラム及び報告会で構成する。

博前学習（県内参加者及び県内青 年リ ー ダーのみ） 1 
•平成26 年 7月 5日（土） 9:3 0  � 13 : 00 
•平成26 年 7月1 9日（土） 9: 3 0  � 13 : 00 

岸習プログラム、 報告会（最終日） 1 
•平成26 年 8月3 日（日） ～ 8月 9日（土）

Iアフ タ ーイベント 1
•平成26 年11月 8 日（土） ～11月 9日（日）

「おきなわ国際交流・協カフェスティバル201 4 」内で、 パネル展示とワークショップ開催。

③ 【参加者】 （参加者33名＋スタッフ35名＝計6 8名）
•海外参加者 海外県系人子弟（中学・高校生）15名
•国内参加者 沖縄県内の中学・高校生16名
•青 年リ ー ダー 海外1名 県内1名

・随行スタッフ （沖縄県2名・スタッフ1 0名・ボランティア23名）計35名

④【学習プログラム概要】
ア 自然学習

沖縄の自然や動植物等に触れるアクテイビティ ーにより、 自然の大切さを学ぶ。
イ 歴史学習

沖縄の歴史的な史跡等を巡り、 沖縄の歴史を学ぶ。
ウ 芸能、 工芸体験学習

沖縄の歴史から生まれた工芸・芸能等の文化を知り、 体験する。
工 平和学習

沖縄戦の概要を学び、 沖縄が訴える平和を考える。
オ 社会学習

沖縄での生活を経験し、 沖縄の「今」を知る。
力 移民学習

沖縄における移民の歴史、 海外で活躍するウチナーンチュ及びウチナーネットワークの広がりを学
び、 次世代のウチナーネットワークの担い手としての自覚を持つ。
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I (2)スケジュ ール I 
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学習プログラムが始まる前日の 8月2日から、台風11号が急速に勢力を強め、3日には「猛烈な台風」
となって沖縄 本島に接近した。 その後若干勢力を弱めたものの、 「強い台風 」の勢力を保ちながら 本島
を直撃すると進路予想が出され、 ノ ーチャ ージでフラ イトキャンセルの受付が始まるなど空や海の便で
影響が出ていた。 高波が確認されていたため、 参加者に危険を冒すことを避け上記スケジュ ールを室内
で実施可能なスケジュ ールヘ変更。 参加者にとっては楽しみにしていたカヌ ーやキャンプファ イヤーが
キャンセルとなり非常に残念な結果となったが、 すぐに気持ちを切り替え、代替のプログラムも積極的
に取り組む姿勢を見せた。 また、 気落ちしている参加者を盛り上げようとボランティアが 一丸となって
交流プログラムを行い、 参加者同士、 またOBOGとの絆を深めていった。

荒れる海岸線の様子 衛生写真 進路予想図
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（3)総括 I 
世界に40万人近くいるウチナーンチュの絆を繋ごうと、前身のジュニアスタディ ー ツア ー事業から始

まった 本事業は、 多くの関係団体に支えられて継続してきたものであるが、 特に 本年度はボリビア入植
6 0周年、 ブラジルのカンポグランデ入植100周年の年という、 沖縄の移民史を振り返る節目の年でもあ
ったことから、 関係者のみならずマスコミの関心も高かった。

14 回目の実施となる今年は、 北米や中南米を中心に、 世界10カ国からの中高校生が「沖縄（ウチナ
ー）」という共通点で集まり、 県内の参加者と 一週間を共にしながら自分たちのルー ツを探った。 ほと
んどの海外参加者にとっては初めてとなる沖縄訪問。 祖父母や親戚から聞いていだ憧れの地に集った参
加者たちは、様々なプログラムを通して 「今」の沖縄を体験 ・ 学習し、沖縄に対する理解を深めながら、
自らがウチナーネットワークの担い手としてどう行動していくのかという問いと向き合っていった。 ま
た、 県内参加者にとっては、 海外の県人会の活動を聞いたり、 海外のウチナーンチュと意見を交わした
りすることで、 自分のア イデンティティを真剣に考える機会となったようである。

今年度事業の運営の方針と その成果は下記4点である。

＊ 班行動による、 参加者の主体性の促進
プログラム中はグループ 行動を原則として、 参加者たちが主体的にプログラムに参加する環境づ
くりを行った。 グループ内では個々が役割を持つようにし、 レビュ ーシートで日々の反省を促す
ことで、 互いに声をかけあいながら動くようになっていった。

＊ アウトプットを重視し、 次へとつながるステップ をつくる
7 日間に濃縮された学習プログラムのひとつひとつが、 参加者たちの中に深く落とし込まれてい
くよう、 プログラムを行う際にはグループディスカッションや発表の場を重視した。 また、 プロ
グラム最終日の『報告会』では、 5つのテ ーマで分かれたグループごとに「ウチナージュニアス
タディ ーの宝物」を発表したほか、 個別の『行動宣言』も行った。 その結果、 新聞に自らの体験

を投稿する、 学校内で発表会を行う、 英語やスペ イン語の勉強を始める、 JICAフェスティバルの
アフタ ーイベントでは率先して進行をする等、 様々な行動が生まれた。

＊ 関係者 への理解促進と思いの共有化を図る
本事業が過去13年継続できた背景には、世界に広がるウチナーンチュの県人会と国内・県内の関
係者のバックアップ があったことがあげられることから、 支援に対する感謝や理解促進を図る開
会・閉会式典のプログラムを構成した。 参加生が1週間のプログラムの中で体験したことや、 そ
れを通して学んだこと、 自身の変化など、 式典にしか参加できない関係者の方々へも共有化を図
ったことにより、 たくさんの方々から賞賛をいただいた。

＊ 事業を超えた縦 ・ 横に広がる交流を実現
本事業のOG • OB との交流による縦の連携と、 同 じく沖縄県の主催である交流事業「アジアユース
人材育成プログラム」との合同 ワークショップの開催等による横への広がりを重視した運営を行
った。 ボランティアの参加の場を積極的に作ることによって、 参加者が「今後もこのつながりを
大切にしたい」という気持ちが高まってきた。 また、 他事業との関わりによって、 さらなるチャ
レンジが期待できる。

プログラム終了3ヶ月 後に行ったアフ タ ーイベントでは、 自分たちの学びをさらに同 世代と共有し、
自身の中で芽生えてきたウチナーンチュとしてのア イデンティティ ・ 誇りを表現していた。 本事業を通
して未来に繋がる参加者同 士の友情の絆を深めることができたと共に、 成果目標であった将来のネット
ワークの核となる次世代リ ー ダーの素地を育成することができたと言える。
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I (4)プログラム運営体制図

沖縄県からの受託事業者として、（公社）青 年海外協力協会、 (NPO法人）万国津梁人財ネットワーク、
トップ ツア ー（株）が共同企業体を形成し、 沖縄県と連携しながら 本プ ログラムの運営を行った。

公益社団法人青年海外協力協会(JOCA)は、39,000名を超える青 年海外協力隊の帰国ボランティアを
中心に、個人会員及び全都道府県OB会等の団体が その構成メンバ ーとなっており、全国の都道府県にネ
ットワーク組織を持ち、日 本全国すみずみまで行渡る事業の展開が可能な団体である。沖縄においては、
JICA沖縄国際センタ ーでの開発教育・国際理解教育支援事業や青 年研修事業の業務実績を有し、グロ ー

バル人材の育成や県内外の人々に沖縄の良さを伝える事業等の促進に寄与する事業展開を図っている。

NPO法人万国津梁人財ネットワ ー クは、 国際的に活躍できる人材育成と、 世界各国との文化交流・ビ
ジネス交流拠点としての沖縄の発展に寄与することを目的として設立されたNPO法人であり、 アジア青

年の家、 アジアユース人材育成プ ログラム等を手掛け、 沖縄とアジアの若者の人材育成活動を展開して
いる。

トップツアー株式会社は、 「お客様満足度100%+a」を合言葉に、 満足度向上を目指し、 県内に
おける人材育成や環境整備、 新しいかたちのエンタ ーテ イメント企画開発といった様々な要素を含んだ
観光産業事業に取り組んでいる。 特に観光立県沖縄においては、 沖縄の未来を見据え、 行政・各関係機
関と相互連携をはかる真の観光振興事業の展開に向けた事業展開に力を注ぎ、 観光産業クラスタ ーとし
て、 また観光産業界の オピニ オンリ ー ダーとしてグロ ーバルな視点に立った事業を展開している。

主催者：沖縄県知享公室広報交流課
課長 金城 敦
交流推進監 下地 誠
主任 西宮 翔太

企画運営：JOCA沖縄
総括頁任者 佐藤 豊

!i 

一

I 
プログラム企画：NPO法人
万国津梁人財ネットワ ー ク

開 梨香
比嘉 朝香

I 

企画運営：JOCA沖縄
チー フディレクタ ー

池田 紘子

ー

ロジ僅空券手配）：
トップツアー株式会社

安部 修

し 看護師：澤木和子
チュ ータ ー：新城愛、 泉友一郎、 上原未輝、 上江田開

ボランティア23名 I 
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I (5)制但勿など I 
ウチナージュニアスタディ ー事業の趣旨を踏まえ、 参加者の一体感の醸成や沖縄の文化、 ウチナーネ

ットワ ー クを伝えることをコンセプトに下記のようなオリジナル携行品などを作成した。

① 名札（青：県内参加者 オレンジ：海外参加者） ②給水用タンブラ＿

Moe 
Moe Nakasone／仲家楓 鴫

沖縄県ウチナー ジュニアスタディ ー

事業の参加者です。

璽●の朧はこちらまでお電話ください．
Emergency Contacts 
090-0000-0000（沖縄累酉富）
080-0000-0000(JOCA瀧日）

宿泊先：JICA沖縄国憲センター

住：溝添市字前田1143-1 TEL: 098-876-6000 

〇 雪
Yui 

沖縄県ウチナー ジュニアスタディ ー

事業の参加者です。

繋●の朧はこちらまでお電話ください．
Eme『gency Contacts 
090-0000-0000（沖縄黒酉富）
080-0000-0000(JOCA瀧田）

宿泊先：JI CA沖縄国際センター

Yui Jean Clifford/ユイジーンクリフォード I 由所：溝添市字前田1143-1 TEL: 098-876-6000 

③ ポロシャツ（青：参加者 ボルドー ：スタッフ）

④横断幕

ウチナ ー ジュニアスタディ
UCHINA JUNIOR STUDY 

〇沖縄県
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（ 6 ) 参加者名 簿
I 

海外参加者 16 名

N o. 氏 名 アルファベット 年 齢 国 名 県 人 会 名 趣味 • 特 技

1 ユイ ジーン クリ フォ—ド YUi JEAN CLIFFORD 1 7  アメリカ ワシントンDC沖縄会 アートクラフト、 美術、
サッカ―

2 イータン ジャックソン ETHAN JACKSON 1 8  アメ リカ ア トランタ沖縄県人会 チェロ 、
スケートボード

3 マリッサ キング k “HRE函 LY'“ "＇sum 1 5  カナダ
レスブリッジ沖縄文化

踊 り 、 絵協会

4 比嘉 照 リ カルド HIGA SHO RIKCARDO 1 8  ボリ ビア ボリ ビア沖縄県人会 ピンポン

5 屋良 朝 晴 YARA TOMOHARU 1 6  ポリビア ポリビア沖縄票人会 パソコン、 ギター

6 玉城 優美 TAMASHIRO YUMI 1 3  ボリ ビア ポリビア沖縄県人会 絵をかくこと、 ピアノ ‘
バレー

7 切以ぅ ゲ牢 和ヰ アンソ 匹りE,ê "`"·«2員員塵 D`E,30 #1LONSO 1 8  ペルー ペルー沖縄農人会 スポーツをすること

8 ヤマノハ＝ガルシーア、 ガラ＝ヒロミ YAM心.OHA GA窯払 GALA HIROMI 1 3  メキシコ メキシコ沖縄県人会
エイサー、 水泳、 サッ

カー、 読書、 絵画

， 金城 奈美枝 KANASHIRO NAMIE 1 5  ブラジル ブラジル沖縄県人会 エイサー、 折り紙

1 0  新里 ファビアン SHINZATO FABIAN 1 5  ブラジル カンポグランデ沖縄県 ギター、 水泳、 ゲーム人会

1 1  仲葦久 カタリナ ―U CATAL•IIA 1 7  アルゼンチン 在憂沖縄県人連合会 陸上、 水泳、 ホッ
ケー、 バレー、 続書

1 2  山本 イ リーナ YAMAMOTO IRINA 1 7  アルゼンチン 在亜沖縄県人連合会 卓球 、 エイサー

1 3  福里 大結 FU KUZA TO DAIYU 1 5  マレーシア マレーシア沖縄会 ゲーム、 野球、
カラオケ

l 4  彩 アナベル 雪珠 PAN G  ANABEL SEZHU 1 5  韓国 ソ ウル沖縄会 絵、 読書、 料理

1 5  内問 未来 MIKI UCHIMA 1 7  ドイツ ドイツ沖縄県人会 バレー、 演劇、 絵

1 6  く青年リーダー＞ ESCOBAR YREY JOHANNA 26 ペルー ペルー沖縄県人会 踊 りエスコ バル 伊礼 ジョアナ
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県内参加者 17 名

N o .  氏 名 ふ り がな 学校 名 学年 趣 味 • 特技

1 仲宗根 萌 なかそね もえ 嘉手納 中学校 1 琉球舞踊 ・ 三線 ・ 太鼓 ・

誤書

2 知 花 香実 ち ばな こ の み 嘉手納 中 学校 3 楽器を吹く こ と ・ 音楽を
聴くこと

3 城間 瑞生 しろま みずき 寄宮 中 学校 2 象棋 （シャンチー）

4 神 谷 莉 央 かみや り お 知念 中 学校 2 音楽鑑賞 ・ ス ト レッチ ・
琉球舞踊

5 下地 小春 しもじ こはる 石垣中 学校 3 ピアノ ・ バスケッ トポー

ル ・ 陸上競技 ・ 三線

6 我 如 古 未和 がねこ みわ 北山高校 2 エイサー、 楽器

7 喜友名 怜美 きゅうな れみ コザ高校 2 音楽鑑賞、 絵描き、 バ
スケ、 サッカー

8 比嘉 舞優 ひが まゆ コ ザ高校 3 ギター、 三味線

， 小橋JI I 咲希 こばしがわ さき 普天間高校 1 ギター、 カラすケ、 アイ
スカノーク

1 0  伊吉 智 里 いよ し ち さと 那覇西 高校 3 バスケ、 映画鑑 賞

1 1 伊佐 茉倫 いさ まりん 興南高校 3 書道、 バドミントン

1 2  兼城 賢翔 かねしろ けんしょう 3 
ボイスパーガソション 、

南風原 高校 ダンス

1 3  山入端 青海 やまの は せいら 向陽高校 3 音楽鑑賞、 読書

1 4  安 里 美紅 あさと みく 向 陽高校 2 琉球舞踊 、 ハン ドボー

ル部

1 5  楚南 早紀 そなん さき 宮古高校 2 英会話、 合唱、 書道

1 6  大 久 勝利 だいく か つ とし 八重 山 高校 1 ドラマ鑑賞

1 7  く 青年IJ ーダー＞
かねしろ り こ 宇都宮大学 4 スポーツ観戦、 球技兼城 凜子

，
 



urou D IUNヒ ド1ヒじヒl

Name Sch oo l/Cou ntry 係 pe rson i n  c h arge 

1 神谷 莉央 知念中学校
食事Rio Kamiya Chinen Junior high school 

2 楚南 早紀 宮古高校 リ ーダー
Saki Sonan Miyako Senior high school 

3 
兼城 凛子 宇都宮大学
Riko Kan e sh i ro Utsunom iya Un ivers ity 

マ リ ッサ キング レスブリ ッジ沖縄文化協会 （カナダ）

Marissa King Lethbridge Okinawan Cultural 健康管理
Societv{Canada) 

5 セルベラ クニガミ ディエゴ ア ロンソ ペルー沖縄県人会
スポーツ

Cervera Kunigami Diego Alonso Peru Okinawan Association 

6 金城 奈美枝 ブラジル沖縄県人会 サブリ ーダー
Namie Kanashiro Brazil Okinawan Association 

Group ［シーサーズ］

10 

Name Sch oo l/Country 係 person in  ch arge 

1 下地 小春 石垣中学校
食事Koharu Shimoj i  Ishigaki Junior h igh school 

2 比嘉 舞優 コザ高校 リーダー
Mayu Higa Koza Senior high school 

3 小橋川 咲希 普天間高校
スポーツ

Saki Kobashigawa Futenma Senior high school 

4 玉城 優美 ポリ ビア沖縄県人会
健康管理Yumi Tamashiro Bolivia Okinawan Association 

5 新里 ファビアン カンポグランデ沖縄県人会 （ブラジル）
スポーツ

Fabian Shinzato Campo Grande Okinawan Association 

6 エスコバル 伊礼 ジョアナ ペ ルー沖 縄 県 人 会
Escobar Yrey Johanna  Peru Okin awan Assoc i at ion  

Group ［あーまんQ]

Name Schoo l/Country 係 person in  ch arge 

1 知花 香美 嘉手納 中学校 サブリ ーダー
Konomi Chibana Kadena Junior high school 

2 伊吉 智里 那覇西高校
健康管理Chisato lyoshi Nahanishi Senior high school 

3 兼城 賢翔 南風原高校 リ ーダー
Kensho Kaneshiro Haebaru Senior high school 

4 
福里 大結 マ レーシア沖縄会

食事Daiyu Fukuzato Malaysia Okinawan Association 

5 ュイ ジーン クリ スフォード ワシントンDC沖縄会(USA)
スポーツ

Yui Jean Clifford Okinawakai of Washington DC 

urou[l IUl\1;:sU I I 

Name Schoo l/Country 係 person i n  charge 

1 城間 瑞生 寄宮中学校
食事Mizuki Shiroma Yorimiya Junior high school 

2 伊佐 茉倫 興南高校 リ ーダー
Marin Isa Kohnan Senior high school 

3 安里 美紅 向陽高校
スポーツMiku Asato Kohyoh Senior high school 

4 屋良 朝晴 ポリ ビア沖縄県人会
スポーツTomoharu Yara Bolivia Okinawan Association 

5 ヤマノハ ガルーシア ガラ ヒロミ メキシコ沖縄県人会
健康管理Yamanoha Garcia Gala Hiromi Mexico Okinawan Association 

6 内間 未来 ドイツ沖縄県人会 サブリ ーダー
Miki Uchima Germany Okinawan Association 

Group ［かつどん］

Name Schoo l/Country 係 person in  charge 

1 仲宗根 萌 嘉手納中学校
健康管理Moe Nakasone Kadena Junior high school 

2 喜友名 怜美 コザ高校 リ ーダー
Remi Kyuna Koza Senior high school 

3 大久 勝利 八重山高校 サブリ ーダー
Katsutoshi Daiku Yaeyama Senior high school 

4 イータン ジャックソン ア トランタ沖縄県人会(USA)
食事Ethan Jackson Atlanta Okinawan Association 

5 仲兼久 カタ リ ナ 在亜沖縄県人連合会（アルゼンチン）
スポーツ

Catalina Nakaganeku Argentine Okinawan Association 

Group ［わさび］

Name Schoo l/Country 係 person in  charge 

1 我如古 未和 北山高校 リ ーダー
Miwa Ganeko Hokuzan Senior h igh school 

2 山入端 青海 向陽高校 サブリ ーダー
Seira Yamanoha Kohyoh Senior high school 

3 比嘉 照 ポリ ビア沖縄県人会
食事Higa Sho Bol ivia Okinawan Association 

4 山本 イリ ーナ 在亜沖縄県人連合会（アルゼンチン）
スポーツIrina Yamamoto Argentine Okinawan Association 

5 彰 アナベル 雪珠 ソウル沖縄会 （韓国）
健康管理Anabel Se Zhu Pang Soul Okinawan Assosiaton 



I ( 8 ) 講師紹介 I ------ -- ------------------------------------ --- -- - -

担当科 目

移民学習 I

総合学習 I II 

歴史学習

社会学習 I

社会学習 II

移民学習 II

平和学習

伝統工芸 ・ 芸能体験学習

講師

沖縄 NGO セ ンタ ー 大仲 る み子

県内で数少ない国際協力 に携わ る 市民団体で、 開発教育 ・ 国際理
解教育フ ァ シ リ テ ー タ ー を務めています。 第 5 回世界の ウ チナー

ンチ ュ 大会ではプ レイ ベ ン ト と して 「 レ ッ ツ ス タディ ー ！ ワ ール
ド ウ チナー ンチ ュ 事業」 で県内 の生徒た ち と 移民先の県系人を結

び、 移民学習教材 「チャ ンプ レア ン ド」 や 「移民か る た」 な どの
作成に も携わ り ま した。

早稲 田大学琉球 ・ 沖縄研究所招聘研究員 上里 隆史

琉球大学法文学部 （琉球史専攻） 卒業。 早稲 田 大学大学院文学研

究科修士課程修了。 現在、 法政大学沖縄文化研究所国内研究員。

第 1 3 回窪徳忠琉中 関係研究奨励賞受賞。 NHK • BS ド ラ マ 「テ ンペ

ス ト 」 時代考証担当 。 《専門分野》 古琉球史、 海域ア ジア史。 《主

な著書》 『 目 か ら ウ ロ コ の琉球 ・ 沖縄史』 、 『誰 も 見た こ と の な

い琉球』 （ 『島人 も びっ く り オモ シ ロ 琉球 ・ 沖縄史』

那覇ま ち ま ～いガイ ド

経験豊富な地元ガイ ド と 那覇のま ち を歩いて、 今ま で と は違 う 角

度か ら 那覇 を観て楽 しんで頂き ま す。 ま た、 国際通 り の コ ー ス で

は、 活気溢れる 公設市場の 中 に入 り 沖縄の食文化や戦後那覇市が

どの様に復興 していっ たかな ど を紹介 し ます。

沖縄こ ど も の国

明冶末期 か ら 大正にかけての農家のたたずまい を復元 した国登録

有形文化財 「沖縄市ふ る さ と 園」 にて、 地域の風俗、 習慣、 歴史

を肌で感 じ ていただき なが ら 、 衣類の染色に昔か ら重宝 して き た

藍染め体験を行っ ていただき ま す。

WYUA 世界若者 ウ チナー ンチュ連合会 金城 孝帝

第 5 回世界の ウ チナー ンチ ュ 大会 を キ ッ カ ケ に沖縄本部 を 中 心 と

し て 「WYUA」 を発足、 ア メ リ カ ・ ハ ワ イ ・ ブラ ジル ・ ボ リ ビア ・

ペルー ・ アルゼ ンチ ン ・ イ ギ リ ス に支部を置いています。 沖縄の

未来を担 う 人材の創 出 を はか り 「世界の ウ チナー ンチ ュ 」 の発展

を担 う こ と を 目 的 と し活動 中 です。

ひめゆ り 資料館 学芸員 古賀 徳子

ワ ー ク シ ョ ッ プやフ ァ シ リ テー シ ョ ンの実践を続け、 特に平和教

育の手法を磨いています。 こ れま での沖縄にお け る 平和教育は ど

う だっ たの か ？ こ れか ら どんな形で平和教育を進めて行けばいい

のかを模索 し、 参加型手法の フ ォ ト ラ ンゲー ジや、 ロ ールプ レイ

を通 して沖縄の平和教育を作っ て こ られま し た。

TA0 フ ァ ク ト リ ー 代表 蔵営 慎也

伝統的な 「組踊」 を現代風にア レ ンジ し た舞台 を制作 ・ 演出 ・ プ

ロ デュ ース。 若い世代の子供た ち が沖縄各地の歴史や伝承を題材

に ミ ュ ー ジカル仕立て のエ ン タ ーテイ ンメ ン ト を演 じ ま す。 1999

年 「肝高の阿麻和利」 の初演以来、 その舞台 は海外へ も 広が っ て

います。 2004 年～沖縄の移民の父 「嘗 山久三 ロ マ ン～未来の瞳」

を金武町で年 1 回本公演 しています。
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事前学習 7/5 （土） • 7/ 1 9 （土）

■ 第一回 事前学習
日 時 ： 平成26 年度 7月 5日（土） 9 :30 ,,..__, 13 : 00 
場 所 ： J I C A沖縄国際セ ン タ ー 多目的 室
目的 ： 県内参加者 を対 象とし、 ホストとして県外参加者 を受入れ る心構えを持たせ る。

時間 1 内容 1 詳細 I 担 当 ／講師
09 : 30-10 : 00 事業概要説明

戸00

I 1 1  : 00- 12 : 00 

I I 

ア イ ス ブ レー ク ＆
自 己紹介

の等項事意注ヽえ構ヽ、
l
]J

 旨ヽ趣の業
明

事
説

』

•

兼城 凜子
（ 青年 リ ー ダー）

沖縄移民の歴史講座 ① フ ォ ト ラン ゲー ジ 古謝 敦子氏
②南米移民の解説 （沖縄 県ボ リ ビア
③「 も う ひ と つのオキ ナワ」 上映 派遣教師）--- -— 

12 : 00-1 3 : 00 沖縄紹介プ レゼン プ ①沖縄の 良 さ のア レーンス トー ミンク ｀ 兼城 凜子
| | ー シ ョン 作戦会 議 ②プ レセ｀ ンテーシ ョンの内 容、 発表 方法決定 （青年 リ ー ダー）
＊
。

事業概要説明 ］ フ ログラム開始 ーか月 前に 事前学習 ①を行い、 事 業の 趣 旨説明、 および海外参加者 に沖縄を
紹介す るためのプ レ ゼンテ ーシ ョン 作成を行った。 「参加者 はたくさんの 応募者 の中から 選ば
れた立場であ ること」、 「積極的 にプ ログラムに参加し、 海外参加者 をフ ォロ ーしてほ しいこ
と」等を伝え、 県内参加者 の意 識を高めた。

＊ 沖縄移民の歴史講座ー沖縄文化が受 け継がれ る 移民社会
講師 ： 元沖縄県ボリビア 派遣教 師 古謝 敦子氏
講 師がボリ ビアの 派遣教 師時代に 撮影した 写真やペルーの親戚を訪 ねた 写真を 使って、 南米
の移民 社会で大切に受け継がれてい る沖縄を学んでいった。 ト ート ーメ ーやエ イ サ ーを 踊 る
青 少年 の 写真を見ながら、 写真から 読み取れ ることを 話し合う 「フ ォトラン ゲージ」を行い、
ビデ オ「もうひとつの オキナワ」を通して 世界に広が るウチナー社会について学んだ。

＊ 沖縄紹介プ レゼ ンテ ー シ ョ ン作成一伝 え た い 「今の沖縄」 は何か
ホストとして 世界中から集ま る 仲 間を 迎え るため、 沖縄を 紹介す る プ レ ゼンテ ーシ ョンの 準
備に取り掛かった。 青 年リ ー ダー の進行で参加者 たちはグループ に分かれ、 海外参加者 に伝
えたい沖縄について ア イディアを出し合った。
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■ 第二回 事前学習
日 時 ： 平成26 年 7月1 9 日（土） 9: 30 ,....,__, 1 3: 00 
場 所 ： J I C A沖縄国 際セ ンタ ー 多目 的室
目的 ： 学習プログラムで実施する沖縄 紹介プ レ ゼンテ ーション作成。

時間 I 内容 ! 詳細
09 : 30-1 1 :00 発表準備
1 1 :00-12 :00 模擬発表会

担当／講師

計5 グルー プ
I

 I
 

①沖縄の 観光、 ②沖縄の 現代、 ③ ウ
チ ナーンチ ュの人 柄、 ④沖縄の 歴史 、

l ⑤沖縄の 伝統
12 :00-13 :00 7゜ レヤ ンテーション改善

＊ 沖縄紹介プ レゼ ンテ ー シ ョ ン作成
第一回目の事前学習で 決めたグループ に分かれ 、 それ ぞれが 調べてきた 資料や集めた 写真を
まとめ 、 チ ュ ータ ーやボランテ ィアが サポ ートしながらプ レ ゼンテ ーションを作成した。

＊ 個性あ る グルー プ発表
本 番を イメ ージして 模擬発表を行った。 参加者 たちは発表が 一方 的 にならないようク イ ズを
入れたり 、 移民学習の学びを活かして日系 社会でも伝わる沖縄の 食文化や 音楽 、 ウチナ ーグ
チを取り入れるなどの 工夫が見られた。 自分の 言葉で 話す ことや 、 聞き手を意 識した発表を
心がけること 、 時間 配分の 仕方等をフ ィ ー ドバックし 、 再びグループ ごとに内 容の 改善に取
り組んだ。

＊ 徐々 に打ち解け て い く 参加者た ち
青 年リ ー ダーの 提案で 、 参加者 たちは海外参加者 へ向けてメッセ ージを作成し 、 フェ イス ブ
ックのグループ ペ ージで発 信した。 フェ イス ブック上では 、 プログラムが始まる前から参加
者 同士の交流が始 まっており 、 カウント ダウンをしながら 当日を 待ちわびていた。

叶l).C.ebookに参加はう＠
頃嘩介 （西珪,-)
ら 海峙噸双亮

I 、 I � I 

/ ＼-『「`｀ 1: ［)；叫 ．
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学習7ログラム [-8 目 ） 8/3 ( 8 )

時間 | 内 容 I 詳細
10 :00-1 1 : 30 開講式 趣 旨説明、 ス タ ッ フ紹介

オ リ エ ンテ ー シ ョ ン I 資料配布、 参加者自 己紹介
13 : 00-1  s : oo I ォ リ エ ンテ ー シ ョ ン II 沖縄紹介 プ レ ゼ ンテ ー シ ョ ン 1

I グ ルー プ分 け、 係 決め
15 :00-16 : 30 交流 プログ ラ ム 新聞ゲー ム、 じ ゃ ん け ん列車、

I 人 間知恵の輪、 ダ ンス等
1 7 : 00-19 : oo I ウ ェ ルカ ムパーティ ー

■ 開講式 ・ オ リ エ ンテ ー シ ョ ン I

日 時 ： 平成26 年度 8月 3 日（日）1 0: 00 ,...,__, 11 : 30 
場 所 ： J I  C A沖縄国 際セ ン タ ー 多目的 室

！ 

担 当 ／講師

ボ ラ ンティア

目的 ： 県内参加者 を対 象とし、 ホストとして県外参加者 を受入れる心 構えを持たせる。
内 容 ： 沖縄県広報交流 課から主催者 挨拶を行い、 共同 企業体から 本事業の 趣 旨説明、 スタ

ッ フ紹介、 資料配布等を行った。 県内参加者 が率先して 不安な表 情を 浮か べる海外
参加者 に声をかけ、 積極的 な交流が始 まっていた。

■ オ リ エ ンテ ー シ ョ ン II
時間 ： 平成26 年 8月 3 日（日）1 3:00 ~ 1 5:00 
場 所 ： J I C A 沖縄国 際セ ンタ ー 多目的 室
目的 ： 県内参加者 が沖縄 紹介プ レ ゼンテ ーシ ョンを実施する。 また、 グループ 分けと係 り

決めを行う。
内 容 ： 県内参加者 が 2 回の事前学習で作り上げた プ レ ゼンテ ーシ ョ ンを発表し、『自分たち

が伝えたい沖縄 』 を 紹介した。 海外参加者 からは「たくさ ん知らないことがあって
勉強になった」と感想が寄せられ、 これから始 まる学びと交流プログラ ム ヘの期待
を 膨ら ませていた。 県内参加者 はやりきった 達成感を 得たと共に、 「笑いの ツボ は各
国 違うんだと思った」と 早くも 異文化を体験していた。

1 5  



■ 交流プ ロ グ ラ ム （ ボ ラ ンテ ィ ア企画）
時間 ： 平成26 年 8月 3 日（日） 15:00 ,..___, 16 : 30 
場 所 ： J I  C A沖縄国際セ ンタ ー 多目的 室
目的 ： レクリエ ーシ ョンを通して参加者 同士、OG • OB との交流を深める 。
内容 ： 本事業のOG • OB であるボランティアが企画し、 参加者 の交流を深めるために、 体を

使った ゲ ームを行った 。 会場は終始 笑い声に 包ま れ、 日 本語がわからない参加者 に
他の参加者 が声をかけてルールを 説 明する場 面も見ら れた 。 最後は全員 で ダンスを
踊り、 言葉の 壁を 越えた交流の場を持つことができた 。

■ ウ ェルカ ムパー テ ィ ー

日 時 ： 平成26 年 8月 3 日（日）1 7 : 00 ,....__, 19 : 00 
場 所 ： J I  C A沖縄国際セ ンタ ー 体育 館

【式次第 】
1 . 歓迎の 挨拶

2. 乾杯の 音頭

3. 参加者代 表挨拶

4. 海外県人 会 自 慢
5 . 参加者による余興
① 琉球舞踊

② アルゼンチ ンタンゴ
③ 創作ダンス
④ 書道

沖縄県知事公室
秘書広報交 流統括監 曽根 淳
沖縄パンアメ リカ ン連合会 会長 大 山 盛稔

～ 食事・懇談～
伊佐 茉倫（ 興南高校）
新里 ファビアン、金城 奈美枝（ブラジル）
海外参加者 (1 6名 ／1 0ヶ 国）

仲宗根 萌 （嘉手納 中学校）
神谷 莉央 （知念 中学校）
山本 イリ ーナ、仲兼久 カ タリ ナ（ アルゼンチ ン）
県内 参加者有志
伊佐 茉倫（ 興南高校）
楚南 早紀（ 宮古高校）
～ 記念撮影～
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内 容 ： ホ ームステ イ 先の家 族や関係団体を合わ せて100名近くの方々が集まり、 世界10ヶ
国から集まったウチナーンチュ子弟と県内若者 の交流の機会を 喜んだ。 参加者 によ
る 余興では、琉球舞踊やアルゼンチンタ ン ゴ等の伝 統芸能が会場を 賑わ せた。 また、
県内参加者 が 「ここでの出会いを通して世 界のウチナ ーンチュ との繋がりを深めて
いきたい 」 という思いで 書いたという 『 四海 兄弟』と『2014 』の 書道の作 品は、 こ
の後のプログラムで 常に持参され、 参加者 た ちの共通の 想いとなった。
新たな取り組みとして行った 『自国 ・県人会自 慢』では、 海外参加者 が自国で 準備
してきた パネルが 並び、 一ヶ 国ずつ 紹介する 時間も設 けた。 海外参加者 にとっては
県人会活動を 改めて 調べる機会となり、 県内参加者 にとっては参加国について 知る
とともに、 「地 元についてもっと学びたい。 語れるようになりたい。 」 という気持 ち
を 起こさ せた。 県人会の方々からも、 「ウェルカム パ ーティ ーで各国の 紹介を見るの
は初めて。 良い取り組み。 」 との声があがっていた。

ウ チナ ー ジュ ニ アスタ デ ィ ー を ず っ と 支 え て き た 関係者やホー ムステ イ 先の家族、 保護者一 緒に
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参加者の レ ビ ュ ー シー ト か ら 【一 日 目 】

| 【 オリエンテ ーション I II、 交流プログラム】 I
・ コミュニケ ーション を取りたい という気持ちが 本 当に大 切だ と思った。（県内参加者 ・ 女）
・母語は同 じでも人によって発 音が 違うのが、 とてもおもし ろい と感じた。（県内参加者 ・ 男）

•世 界中から集まってきたメンバ ーに会えたこ とに とても感激した。（海外参加者 ・ 女）
・ 沖縄のこ とについてい ろい ろな発見があった。（海外参加者 ・ 男）

| 【ウェ ルカム パーティ ―】 |
•海外参加者 の （各国の） 発表 を聞いて、 沖縄から とても 離れている場 所で、 沖縄の 祭りや
沖縄の 食べ物 を食べていてびっくりした。（県内参加者 ・ 女）

•各国の県人会自 慢や国自 慢 を聞いて、 自分は自分の地 元について 何も語るこ とが出 来ない
な と強く思った。（県内参加者 ・ 女）

•海外参加者 の国 と県人会の 活動 を知るこ とができた。 また、 タ ン ゴ を 踊り、 自分の国の 紹
介も少しできた と思う。（海外参加者 ・ 女）

| 【 班行動で自分の係の 仕事ができましたか】 I
． 班 長 としてし つかりみんな をま とめていきたい。（県内参加者 ・ 女）
． 何もかも積極的にやっていきたい ！ ！ （県内参加者 ・ 女）
• 明日からグ ループ みんなの 健康管理に気 をつかっていきたい。（海外参加者 ・ 女）

| 【ウチナーネットワ ー ク を担う 一員 として 何か感じたこ とはありましたか】 I
•海外参加者 はし つかり自国で沖縄のこ と を発表する場 を持っているのに、 自分はやったこ

とがないので、 地 元に 戻ってし つかり学んだこ と を伝えていきたい。（県内参加者 ・ 女）
． 壮大なウチナーンチュ 文 化 を共有してい ＜ ！ （海外参加者 ・ 男）

・ コミュニケ ーション を とるためにもっ と日 本語 を学びたい。 そしてもっ と沖縄について勉
強していきたい。（海外参加者 ・ 女）

本事業の OG • OB た ち
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学習7ロ，，ラム （ 二日 目 ） 8/4 （ 月 ）

時間 内容 詳細 担当／講師
09: 1 5-10: 45 社会学習 I

1 1: 30-12:00 I 県 庁表敬

国際通り や平和通り を街歩き 那覇ま ちま ～ い

| 

14:00-1 8 :00 移民学習 I

19: 30-20: 30 ス ポー ツ 交流
l | 

■ 社会学習 I ー 那覇ま ち ま ～い

① ア ル ト ゥ ー ロ CIRの講話 ① 沖縄県 国 際交流員
当 山 樋 ロ アル ト ゥ ー ロ

② ワ ー ク シ ョ ッ プ ② 沖縄 NGOセ ン タ ー

チ ー ム 対抗バス ケ ッ トボ ール ボ ラ ンティ ア

日 時 ： 平成26 年 8月 4日（月 ） g:15 ,.....__,1 0: 45 
場 所 ： 那覇市国際通り 周 辺
講師 ： 那覇まちま ～い事務 所
目的 ： ガイ ドとともに県 民の 衣食住を支えた 那 覇の中心 街を 歩き、 沖縄県 民の生活を 垣間

見る 。 また、 沖縄の 食 •生活文化を感じる 。
内 容 ： 市場 本通り、 市場中 央通り、 第一牧志公設 市場、 平和通り、 パ ラ ソ ル通り、 ちとせ

商店街 ビル、 えびす通り等
結果 ： 『地 元の ガイ ドと 那覇の 街を 歩く 』 ことで県外の観光客のだ けでなく、 県内でも注

目されている 那覇市観光協会『 那覇まちま ～い 』 に参加 し、 グ ループ ごとに ガイ ド
が付いて沖縄の 食や生活文化、年中行 儀などを学んだ 。 戦後の沖縄の 発展を支えた
市場だが、 県内参加者 にとっても 解 説を聞きながら 歩くのは 初めてだったようで、
熱心に メ モを取りながら 歩いていた 。 また、 チュ ータ ーが 訳を しなくても、 県内参
加者 自身で日 本語のわからない参加生たちに ガイ ドの 話を 説 明するようになってい

った 。 歴史や文化について 説 明をする ことは 難 しくても、 食に関する 話題など日 常
生活に関わることは身振り手振りでも伝わりやすい 。 うまく伝えることができなく
ても、 市場内に広がっているものを 話のネ タに して会 話が生まれ、 参加者 同 士の 距
離が近くなっていく様子が 伺えた 。
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■ 県庁表敬
日 時 ： 平成26 年 8 月4 日（ 月）11 : 30 ,....,__, 1 2  : 00 
場 所 ： 沖縄県 庁 l 階 県 民 ホ ール
目的 ： 主催者 への 挨拶
【県 庁表敬 式次第】
1 . 沖縄 県知事公室長
2 . 海外参加者代表

3. 県内 参加者代表
～ 記念 撮影～

又吉 進
玉城 優美（ ボリ ビア）
兼城 賢翔 （南風原高校）

内 容 ： 沖縄県 庁を訪問し、 参加者代表が 決意表 明を行った。 代表の 二人は「様々な学習を通
して沖縄の知 識を深め、 沖縄県の大きなネットワ ークを作っていきたい（ ボリ ビア ：
玉城優美）」「最高に 熱い 夏を 皆で作って行きます（沖縄県 ： 兼城賢翔）」と 抱負を 述べ
た。
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■ 移民学習 I 一 県系人アル ト ゥ ー ロ 氏 の講話 ・ 移民 ワ ー ク シ ョ ッ プ
日 時 ： 平成26 年 8月4 日 （月 ）1 4 :00 ,........, 1 8  : 00 
場 所 ： J I  C A沖縄国 際セ ンタ ー 多目的 室
講師 ： ①沖縄県国 際交流員 （ペルー） 当 山 樋 ロ アルト ゥ ー ロ 氏

②沖縄 NGOセ ンタ ー 大 仲 るみ子氏
目的 ： 海外に 住む日系人・沖縄県系人 子弟が、 沖縄から海外に移民として 輩出されるよ う

になった歴史を学び、 現 在の沖縄県系 社会について 知る 。 また、 互いのア イデンテ
イティ ーについて考えを共有する中で、 同 じウチナ ーンチュ でありながらも 多 様性
がある ことを 知る 。

内 容 ： ① ペルーの日 本移民、 一世 のお ばあさんの 話
② ワ ークショッ プ （ 唄から考 える移民、 移民カルタ 、 「あなたはなに人 ？」）

結果 ： ① 県系人アルト ゥ ー ロ 氏の講話
アルト ゥ ー ロ国 際交流員 が県系人として生きてきた経験や、 ペルーヘ移民 した 先人
たちについて語った 。 自身の 夢が 叶えられないと 悟ったときに思い出した、 祖父か
ら受け継いだウチナ ーンチュ のあきらめない 精神。 自身もア イデンテイティ ーに 悩
んでいた こと、 日 本に 来てからの 苦労や県系人だからできる目 標や自分の 夢など、
実 体験に 基づく 話は参加者 の共感を 呼んだ 。

②「ウチナ ーンチュ 」 でつながる参加者
様々な 視 点から移民について考えるワ ークショッ プ。 最初はディアマンテスの 唄の
歌詞から人々の 苦悩を 読み取り 、 当 時の心 境を 想 像した 。 県内参加者 が海外参加者
へ、 歌詞を指でな ぞって教えるなどの 配慮がグルー プ毎に見られた 。 次に、 参加者
たちを 悩ませたのは「あなたは 何人 ？」とア イデンテイティ ーを 問 うワ ークショッ
プ。 自身のバックグラン ドを振り返りながら、 一人ひとりが持つ様々なア イデンテ
イティ ーをみんなで共有した 。 住む場 所は 違えど、 す べての参加者 に共通していた
のは「ウチナ ーンチュ 」 である自分 。 祖先の歴史から、 今 また同 じルー ツを持つ者
同 士、 繋 いで いくものを考える 時間となった 。
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■ ス ポー ツ 交流 （ボ ラ ンテ ィ ア企画）

日 時 ： 平成26 年 8月4 日 （月 ）1 9 :30 �20:30 
場 所 ： J I  C A沖縄 国際セ ンタ ー 体育 館
目的 ： 参加者 同士の交流を図ると共に、 班でのチ ームワ ークを向上させる 。
内 容 ： 班対 抗バスケットボ ール大会
結果 ： 二日目を 迎え、 本 格的 な学習プログラム が始まった 。 参加者 全員 の交流を深めると

共に、様々なワ ークショップ を行うためのチ ーム作りの 一環として実施したスポ ー

ツ交流 。 スポ ー ツが 得意な人も そうでない人も、 一日の 疲れを 見せないくらいにコ
ート中を 走り回り、声を掛け合ったり、勝敗を 喜び合ったり 悔しがったりしながら、
バスケットボ ールを楽しんだ 。 参加者 からは 「スポ ー ツはユニバ ー サルな言語だ ！ 」

「い ろんな人と 話せて 仲が深まった」と感想が出ていた 。
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■ 参加者の レ ビ ュ ー シー ト か ら 【 二 日 目 】

| 【 社会学習 I】 |
・知っているはずの国 際通りだったのに知らないことがたくさんあった 。（県内参加者 ・ 女）
・い ろんな沖縄の場 所を見学し、 すごく興 味が深まった 。 すごくきれいで、 ゴミ 一つなかっ

た 。（海外参加者 ・ 女）
・（ ホ ームステ イ期 間中に） 自分でも国 際通りに行ったが、い ろい ろな 説明を聞きながらまわ

ることはとても良かった 。 い ろい ろなことを発見し、 「見る」と 「観る 」 の 違いを感じた 。
（海外参加者 ・ 女）

| 【移民学習 I】 |
・仕方がなく移民した、祖先のお ば～、おじ ～がいて、とても過酷な 状況でも生きていかなけれ ばい

けないことがあったことを知った 。 そんな中でもウチナーンチュらしい「あきらめない心」や 粘り強さ
が今の 私たちを作ったと知った 。（県内参加者・男）

•それ ぞれが生きてきた 経験によってア イデンティティーができる、と考えることはとてもよかった 。
（海外参加者・男）

・とても良 い話し合いができた 。 自分たちが同じだということを知ることができた 。（海外参加者・男）

| 【 班行動で自分の係の 仕事ができましたか】 I
・遅れてくる人がいたので、グループ で声かけしたい 。（県内参加者・女）
・事前にやる べきことを伝える 努力をした 。（県内参加者・男）
・スポ ーツ交流でグループメンバ ーをまとめられた 。（海外参加者・女）

| 【ウチナーネットワ ークを担う 一員 として 何か感じた ことはありましたか】 I
・やはり言語は大事 。 海外の人たちの 話を聞いて感動したので、話せる言語を 増やしてもっと交流し

たいと思った 。（県内参加者・女）
・沖縄のい ろい ろなとこ ろをまちま ーいする ！もっとたくさんの世界のうちな 一んち ゅとつながりたいと

思った 。（県内参加者・女）
・今 回の 経験を自分の中にとどめるだけでなく、帰ったら自分が学んだこと、感じたことを 話していき

たい 。（海外参加者・女）
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学習7ログラム （三日 目 ］ 8/ 5 （ 火）

時間 内容 詳細 I 担当／講師- - -
os : 30-09 : 00 課外 学習 海外 参加者国紹介 I 進行 ： 青 年 リ ー ダー

09 : 30-1 1 :4 5  歴史学習 沖縄の歴史 と 文化 上里 隆史氏

14 : 30-16 : 30 伝統芸 能学習 I 現代版組 踊 「肝高 の阿麻和利」 平 田 大ー氏
バ ッ ク ステ ー ジツ ア ー あ まわり 浪漫の会

19 : 30-21 : 00 伝統芸 能学習 II パ フ ォ ーマ ン ス ワ ー ク シ ョ ッ プ TAO ファ ク ト リ ー

蔵嘗 慎也氏

■ 課外学習 ー 海外参加者国紹介 I
日 時 ： 平成26 年 8月 5 日（ 火） 8 : 30,...,__.,9: 00 
場 所 ： J I  C A沖縄国際セ ンタ ー 多目的 室
目的 ： 海外参加者 がどのような国から 来ているのかを 知り、 海外の日系 社会で継承される

沖縄文化を 知る。 海外参加者 にとっては自国の活動を振り返り、 また 他国のア イデ
ィアを 知る機会とする。

内 容 ： 海外参加者 による国 紹介、 県人会の活動 紹介

結果 ： 3 日間に分けて海外参加者 全員 が発表した。 どの参加者 も事前によく 調べており、
写真やビデ オなどを 織り交 ぜながら自国の 紹介をしていた。 厳しく制 限時間を設け
ていなかったため 、 時に伝 えたい ことがありす ぎて 長くなってしまう ことがあった
が、 色々な国のことを 知り、 いつかみんなの国を訪 ねたいと、 参加者 は各々世界へ
の 関心が広がったようである。 また県内参加者 からは、 海外参加者 の自国への 知識
に 驚き、 自分も沖縄や地 元の ことをもっと学びたいという感想も出ていた。
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■ 歴史学習 ー 沖縄の歴史 と 文化
日 時 ： 平成26 年 8月 5日（ 火） 9 :30 ,,____, 1 1: 4 5  
場 所 ： J I C A沖縄国際セ ンタ ー 多目的 室
講師 ： 早稲 田大学 琉球・沖縄研究所招聘研究員 上里 隆史氏

目的 ： 沖縄がどのような歴 史を経て現 在まで 至ったのか、 特に 「琉球王国」の 時代に 焦点
を 当てて 俯轍する。 過去から現 在の沖縄をつなぐ 視 点を 持たせ、 そ こから未来への
可 能性を 模索する 視 点を 養う。

内 容 ： 海と 暮らす沖縄の人々、 琉球王国の 誕生、 大交 易 時代等

結果 ： 琉球史の 専門家である上 里隆史氏を講師に 迎え、 映像や実物 資料を活 用しながら 説
明して 頂いた。 出 来事としての歴 史を語るだけでなく、 琉球人の 知恵や交 渉力の高

さなど、 参加者 たちの 祖先の素 晴らしさを伝えるような内 容だった。 参加者 にとっ
て歴 史は 難しいという 印象があるが、 質疑応答の 時間を 多く 持てたことで、 そ れぞ
れが興 味のある分 野について 質問をしながら沖縄の歴 史への理解を深めていた。 琉
球が交 易を通して日 本や 東アジアを結ぶ世界の 架け 橋となっていたことや、 軍事力
ではなく文 化で 評価さ れることを目指していたことについて、 感心している様子が
感想文から 伺えた。 海外参加者 もチュ ータ ーに 助けてもらいながら、 移 民社会でも
受け継が れるト ート ーメ ーの 由 来や方言について、 諸外国とのかかわりについて等
の 質問をしていた。 他のプログラムと 比べて、 学習的 な 色合いの強く、 興 味の度合
いに 差が出やすいプログラムだが、 講師とコミュニケ ーショ ンを取りながら進めら
れたことによって参加者 の学ぶ意 欲を促すことができたようである。

25 



■ 伝統芸能学習 I
日 時 ： 平成26 年 8月5日 （火）1 4 :30 ,....,__, 16 : 30 

場 所 ： きむたか ホ ール
講師 ： 平 田 大ー氏、 あま わり 浪漫の 会
目的 ： 同 世代の中高生が 演じる 故郷の 英 雄を モチ ーフ にした歴史 劇・ 現代 版組 踊で沖縄の

芸能を 体験する。
内 容 ： バックステ ージ ツア ー、 パフ ォ ーマンス 体験 ワ ークショップ
結果 ： 会場には、1 00名を超 える 舞台関係者 、 参加者 （以下、 あまわりキッ ズ） の 他に、 沖

縄県主催アジアユ ース人材 育成プログラ ムの参加者 、 うるま 市内の中学生、 県 費留
学生なども参加し、 総勢22 ヶ 国250名もの人が 一 堂に会していた。 最初に、 舞台を
構成している 男性アン サン ブル （舞踊）、 女性アン サン ブル （舞踊）、 バン ドチ ー ムの
演舞と 演奏を観覧し、 その後、 参加者 たちは全員 ダンスチ ー ムと 音楽チ ー ムに分か
れ、 きむたかキッ ズによる 演舞体験 ワ ークショップ を行った。 他の団 体と合同 で行
う ワ ークショップ ということで、 最 初は 戸惑っていた参加者 たちだったが、 歌と 踊
りを 通して会場に 一 体感が生まれ始め、 成果発表として 舞台に上がったときには 笑
顔と 笑い 声で 溢れていた。 最後に 「肝高の 阿麻和 利」フ ィナ ー レが 披露されたとき
には、参加者 の表 情が 一変、 舞台にく ぎ 付 けになり、中には 涙を流す参加者 もいた。
同 世代の中高生たちが 一丸となって 歌い 踊る様子に 胸を 打たれ、 「地 元への 誇り、 そ
れを 仲間と伝 えている 姿に感動した」 「言葉ではなく心で伝 わった」との 声が あがっ
ていた。

26 



■ 伝統芸能学習 II
日 時 ： 平成26 年 8月 5日（ 火）1 9 :30 ,...__,,21 :00 
場 所 ： J I C A沖縄国際セ ンタ ー 多目的室
講師 ： TAO ファクトリ ー 蔵嘗 慎也氏
目的 ： 伝 統芸能 「組 踊」を現代 風 にア レンジした 舞台 「現代 版組 踊」の 一部を体験する 。

沖縄の 多 彩な文化を全身で感じ、 チ ームが 一体となる連帯感と 達成感を 味わう 。
内 容 ： 『 ダイナミック 琉球』の パ ート別 練習
結果 ： 「 肝高の 阿麻和 利」の 舞台の 卒業生が代表を務める TAO ファクトリ ーを 招き、 フェ

アウェルパ ーティ ーで 披露する『 ダイナミック 琉球』のワ ークショップ を行った 。
参加者 たちは 馴染みのない動きに 四 苦八 苦していたが、 肝高の 阿麻和 利で感動した
直後のワ ークショップ だったため、 インストラクタ ーの掛け声に 励まされなが ら 練
習を 続けていた 。 中には 泣き始める参加者 もいたが、 「踊りたいのに出 来ない」とい
う 口 惜しさか らであった 。 「難しかったけど、 その分できたときに 達成感があった」

「みんなで成 功させた らもっと絆は深くなるし、 その過程でみんなが教えあってい
るのもこのプログラムの良い点」 「絶対に覚えて 完璧にしたい」と盛り 上がっていた 。
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参加者の レ ビ ュ ー シー ト か ら 【三 日 目 】
| 【歴史 学習】 I
• 本 当に知らないこと ばかりだった。 琉球史は中 学の 社会で 簡 単に教わるくらいで、 あんな
に深く 学ぶことができてよかった。（県内参加者 ・ 女）

・ 軍事力ではなくて、 文化で 評価して もらおうとしていて、 国を あげて文化の発展をしたこ
とを初めて知ったし、 その考え方は す ごいと思いました。（県内参加者 ・ 女）

・ シートに 書ききれないぐらいい ろい ろなことを 学んだ。 この講義はとて も興 味深く、 沖縄
が様々な歴史と文化を持つ地 域なの だとわかった。（海外参加者 ・ 男 ）

| 【伝 統芸能 学習 I 、 II】 |
• 一人ひとりが同 じ気持ちを持って 踊っていたので、 心が 一つになっているなと思い、 とて

も感動した（県内参加者 ・ 女）
・ ロだけでなく、 態度や表 情でし つかりと語られると心は動くと感じた。（県内参加者 ・ 男 ）
• 本 当に感動して、 涙が出てきた。（海外参加者 ・ 女）

・ ダンスはとて も 難しいけど、 フェアウェルパ ーティ ーではし つかり 踊れるように 頑張りた
い（県内参加者 ・ 女）

| 【 班行動で自分の係の 仕事ができましたか】 I
• 朝、 昼、 夕の 食事で全員 分 届いているか 確認できた。（県内参加者 ・ 女）

・ 集中力が切れていた 子に声をかけられた。（県内参加者 ・ 女）
・ ダンスのときに感じた気持ちをグループ で伝えられた。（海外参加者 ・ 男）

| 【ウチナーネットワ ークを担う 一員 として 何か感じたことは ありましたか】 I
• 阿麻和 利を見て、 自分のこと、 自分のルー ツ、 住 んでいるとこ ろを 愛する心、 誇りを持つ
ことは大切だし、 それを人に伝えるのは大変だけど、 できている人はキラキラしていると
改めて思う。 この気持ちを 忘れずにしたいし、発 信できる人になりたい。（県内参加者・ 女）

・ ダンスの 練習、国 紹介の 準備、 もっと前向きにい ろい ろと始めてい ＜ ！ （海外参加者 ・ 女）

事業を 越えて、22ヶ 国の 中 高生 が交流した
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学習7ログラム （ 四日 目 ） 8/6 （水）

時間 内容 詳細 担当／講師
※台風に よ る 影響 で自然 学習 （ カ ヌ ー ＆ マ ングロ ー ブ体験） を キャンセ ル し 、 五 日 目 に 予定 し ていた

| 平和学習 を前倒 しに した 。 また 、 金武ネ イ チャ ーみ らい 館で予定 し ていた キャ ン プ ファ イ ヤ ーは
ORE 体育館での交流プ ログラ ム と な った 。

os: 30-09: 00 課外学習 海外参加者国紹介 II 進行 ： 青年 リ ー ダー

09: 30-12: 00 移民学習 II 世界若者ウ チナー ン チ ュ 大会 の
企画

14 : 00- 1 7: 00 I 平和学習 ひめ ゆり 平和祈念資料館見学
平和構築 ワ ー ク シ ョッ プ

19: 00-2 1: 00 交流プ ログラ ム ボ ラ ンティ ア企画

■ 課外学習 ー海外参加者国紹介 II
日 時 ： 平成 26 年 8月6 日 （水） 8 ：30~9 :00 
場 所 ： J I C A沖縄国際セ ンタ ー 多目的 室

世界若者ウ チナー ンチ ュ
連合会 (WYUA)
ひめ ゆり 平和祈念資料館
学芸 員 古賀 徳子氏
ボ ラ ンティ ア

目的 ： 海外参加者 がどの ような国から 来ているのかを 知り 、 海外の日系 社会で継承 される
沖縄文化を 知る。 海外参加者 にとっては自国の活動を 振り返り 、 また 他国のア イデ
ィアを 知る機 会とする。

内 容 ： 海外参加者 に よる国 紹介、 県人会の活動 紹 介

結果 ： 3 日間に分けて海外参加者全員 が発表した。 どの参加者 も事前に よく 調べており 、
写真や ビデ オなどを 織り交 ぜながら自国の 紹介をしていた。 厳しく 制 限時間を設 け
てい なかったため 、 時に伝えたいことがありす ぎて 長くなってしまうことがあった
が 、 色々な国のことを 知り 、 いつかみんなの国を訪 ねたいと 、 参加者 は各々世界へ
の関心が広がった ようである。 また県内参加者 からは 、 海外参加者 の自国への 知識
に 驚き 、 自分も沖縄や地 元のことをもっと学びたいという感想も出ていた。
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■ 移民学習 II
日 時 ： 平成26 年 8月6 日（ 水） 9:30 ,....__, 1 2: 00 
場 所 ： J I  C A沖縄国際セ ンタ ー 多目 的室
講師 ： 世界若者 ウチナーンチュ 連合会 ( WYUA) 金城 孝帝氏
目的 ： 世界各地に 存在する40 万人のウチナーンチュ 。 先人たちが 築いてきたこれらのネッ

トワ ークを若者 が 引き継 ぎ、 どんなことを行っていきたいか、 若者 ならではの 視 点
からア イディアを出し合う。

内 容 ： W Y U Aの成り立ち、 活動を知る。 グループ 毎に世界若者 ウチナ ーンチュ大会に参
加すると 仮定し、 プログラムのア イディアを 話し合う。

結 果 ： まず W Y U Aの成り立ちや 活動をビデ オで 紹介。 若者 同士で世界のウチナーンチ ュ
の交流をしている W Y U Aの 活動は、 これまでのプログラムでウチナ ーンチュ の絆
を 実感している自分たちの次のステップ としてあることを感じ、 大学生になったら
WYUAに入りたいとアンケ ートに 書く参加者 も 多かった。
ワ ークショップ ではウチナ ーンチュ 大会の企画コンペを 実施。 様々なア イディアが
出た中で 優勝したのは、 沖縄 料理と参加者 の国の 料理を組み合わせ、 新しい 料理
を作るコンテストをするという企画を 出した 「シー サ ー ズ」。 「移民の人たちはみな
沖縄と その国の『 ミックス 』 で あり、 料理と 似てい る 。 良 い 組 み合 わせを作る
ことで、 より『 美 味しい 』 ものを生み出していきたい」という ねらいと、 料理は そ
の場の交流 だけでなく、 それを国に持ち帰って伝えることができるという 点 が評価
のポ イントとなった。

■ 平和学習
日 時 ： 平成26 年 8月6 日（ 水）1 4 : 00 ""'--'1 7 : 00 
場 所 ： ひめ ゆり平和 祈念 資料館
講師 ： ひめ ゆり平 和祈念資料館 学芸 員 古賀 徳子氏
目 的 ： 日 本で 唯一地上 戦が 繰り広げられ、 県 民の1 /4 が犠牲になった沖縄。 参加者 と同

世代の子どもたちも学 徒隊として出 陣し、 多 数の 命を落とした。 ひめ ゆり平和 祈念
資料館の 視 察と その後のワ ークショップ を通して、 戦争の 実態のみならず、 沖縄が
どのように 復典し、 平和構 築のために現 在どんな取り組みをしているかを学び、 「平
和を 希求する心」を共有する。 そして、 平和を 創るため、 自分たちに 何ができるの
かを 話し合い、 一人ひとりが平和構 築の 発信基地となることを目指す。
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内 容 ： 資料館見学、 アニメ 「ひめ ゆり」 鑑賞、 平和構 築ワ ークショップ
結果 ： 参加者 からの反響が大きかった平和学習 。 ひめ ゆり学 徒隊の 証言が聞けた こと、 また

ワ ークショップ で 「平和」に対する 多様な意見交 換できたことが 印象強かったようだ 。
言葉 はわからなくても、語り 部の方の前から 一歩も動かない海外参加者 たち 。 「伝えた
い」 彼女の気持ち は言語を 越えて 胸に 迫るものがあった 。 真剣な 眼差しで 耳を 傾ける
参加者 から は、 ウチナ ーンチュ として この歴史を語り継いでいかなけれ ばならない 使
命を感じているようにも見えた 。 平和を作るための方法を考えたワ ークショップ で は
（下記参照） グループ で意見を 一致させて発表しようと進めていたが、 各国の政 治や
歴史、 教育の 在り方で意見を 一つにする ことに 苦戦し、 結果的に 複数の意見を発表す
る 班がほとんどであった 。 だが、 その結果が返って国や 宗教による意見の 多様性を 知
る こととなり、 「平和」という 普遍的 なテ ーマであっても同 意を 得ることの 難しさを実
感したようだった 。 最後の感想共有で は、 ある海外参加者 が 「戦 争は大変だったけれ
ど、 もし戦 争がなかったら 私 は存在していない」と 複雑な心 境を語り、 多 面的に歴史
を見る大切さを気 づかせた 。

「平 和」を 作 るた めの 9 つの方 法 ※取り 組むべ き こ と、重要だ と 思う ものを ラン ク 付けする 。
A 差別や偏見 を持たないで一人ひと り の人間の命 と尊厳を大切 に する。
B 国際交流の活動 をおこな っ て外国人と友だち にな り 、 異文化を理解する。
C とんな形の暴力 も使わない。 他の人が暴力 を使 う こ と も許さない。
D 音楽やア ー ト、 演劇な ど を通 して、 平和 をテ ーマ に した イ ベ ン ト を開 く 。
E メ デ ィ ア （新聞やテ レ ビ、 イ ンタ ー ネ ッ ト な と ） を通 じて、 平和の大切 さ を訴える。
F ク ラ スや学校で、 「戦争」 「平和」 について話 し合 う 。
G 他の人 と意見が対立 した と きは、 わかるまで耳を傾け、 話 し合 っ て解決する。
H 国 と国 との争 い を平和的 に解決するよ う 、 政治家 に はた ら きかける。
I あなたのアイ デ ィ ア
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II 交流プ ロ グ ラ ム （ボ ラ ンテ ィ ア企画）
日 時 ： 平成26 年 8月6 日（ 水）1 9 :00 "'-'21 : 00 
場 所 ： J I C A沖縄国際 センタ ー 体育 館
目的 ： 言葉を 越えた心の繋がりをつくる。
内 容 ： グループ 対 抗ゲーム、 ア ーム レスリング、 ダンス等
結果 ： 楽しみにしていた自然プログ ラムやキャンプ ファ イヤ ーがキャン セルとなり、 表に

は見せずとも気落ちしていた参加者 を、 ボ ランティアが 多いに盛り上げた交流プロ
グ ラム。 様々な ゲームが企画され、 終始 笑いが 絶えることがなかった。 また、 ジェ
スチャ ー ゲームや イ ラスト を 描く ゲームで日中のワ ークショップ では見られない 得
意分 野が発 揮されるなど、 参加者 の 新たな 一 面を発見する機会ともなった。 サプ ラ
イ ズで 誕生日をお 祝いされた参加者 は「こんな 誕生日は初めて」と 喜び、 最後の ダ
ンスでは それ ぞれ深まっていく絆を感じていた。
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参加者の レ ビ ュ ー シー ト か ら 【 四 日 目 】
| 【移民学習 II】 |
•世界でこんなにつながりを大切にしている団体がいること初めて知った。 次のフ ィリピ ン
大会に ぜひ参加し てみたい。（県内参加者 ・ 女）

・ 「どのようにネットワ ークを広げていくか 」 ということについてみんなの意見を 出し合える
のはとても興 味深かった。 このワ ークを通して、 私に 何ができるのかということの ヒント
を 得た（海外参加者 ・ 女）

| 【平 和学習】 I
・国が 違え ば、 考え方も変わってくるんだな あと思い、 自分も意見を 出してみて、 すごく良

い勉強になった。（県内参加者 ・ 男）
・ 皆で戦 争について意見交 換して、 自分は日 本人 特有の主観的 な考え方をしていることに気

づいた。（県内参加者 ・ 女）
•とても素 晴らしいワ ークショップ だった。 みんな学 徒隊の 話に感動していた。 今沖縄が平

和を 求める理 由がわかる。 この経験をみんなで広げ、分かち合えたらいいなと思う。（海外
参加者 ・ 女）

| 【 班行動で自分の係の 仕事ができましたか】 I
•今 日も 仲良くチ ームとして協 力できた。 今 日は 難しい内 容 ばかりだったけど、 いい意見 ば
かり 出てとても 刺激的 だった。（県内参加者 ・ 女）

・ 移民学習、 ひめ ゆり、 夜の ゲーム、 す べてのプログラムでい ろい ろ 話し合いをした。 それ
ぞれ 違うア イディアをシェアできてよかった。（海外参加者 ・ 女）

•もっと自分から発表していきたい。（海外参加者 ・ 男）

| 【ウチナーネットワ ークを担う 一員 として 何か感じたことはありましたか】 I
• WYUAの企画を通して、 沖縄のこと ばかり発 信するのではなく、 参加国のこともし つかり知
ることは大事だと思った。（県内参加者 ・ 女）

•海外参加者 の中で、 沖縄戦について「こんなにひどいと知らなかった」と言っていた。 世
界にはもっと戦 争の 悲惨さを知らない人がいると思うので、 私たちが伝えなけれ ばと実感
した。（県内参加者 ・ 男）

•もっと平 和についてみんなと勉強していきたい。 それから WYUAのこともち ゃんと知ってい
きたい。 何もかも 一生 懸命にやりたい。（海外参加者 ・ 女）
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学習7ログラム （五日 目 ） 8/7 (*)

時間 内容 詳細 1 担当／講師
※ 台風に よる 影響 で本日 予定 し て いた平 和学習 は前日に 変更 し た。 また ビーチでの 交流 は 中止 し、 代

替案 を 実施 した 。

, 1 0 : 00- 1 1 : 00 総合学習

1 1 : 00- 12 : 00 ス ポー ツ 交流

i
パ： 00-1 5 :；a i 課パ学盲

1 5 : 00- 1 7 : 30 パ フ ォ ーマ ンス 練習
I 

■ 総合学習

ワ ー ク ショ ップ

海外参加者国紹介III

日 時 ： 平成26 年 8月 7 日（ 木）1 0 : 00 ,...,___, 11 : 00 
場 所 ： J I  C A沖縄国 際セ ンタ ー 体育 館
講師 ： J O C A佐藤 豊

JOCA 佐藤 豊

進 行 ： 青年 リ ー ダー

ボ ラ ンテ ィ ア

目的 ： 2001 年に インタ ーネットで世界 中に反響を及 ぼしたメ ール「世界がもし1 00 人の 村
だったら」は世界の人 口を1 00人に見立てて世界の現 状をわかりやすく 描いている。
ワ ークショップ で世界の 状況をシミュ レ ーションし、 貧 困や環境間題など、 多様な
グロ ーバル問 題を考えるきっかけを 作る。

内 容 ： 「世界がもし1 00人の 村だったら 」 ワ ークショップ
結果 ： 急き ょ自然学習の代替 案として行ったワ ークショップ 。 温暖化の 影響で国が 沈むか

もしれない 状況にある ツバルの現 状や、 食糧危機に 悩 む国がある 一方で日 本がどれ
だけ 食料を 廃棄しているか等をシミュ レ ーションして学ん だ。 参加者 は、 こうした
世界問 題は 他人事ではなく、 一人ひとりの生活や意 識が 影孵していることに気付き、

「私たち次 第で将来が 変わるんだ」と生活を見直すきっかけとなったようだっ た。
特に ツバルの海の 写真は沖縄の海と重なり、 環境問 題を強く意 識したようである。
また 本ワ ークショップ の考 案者 が、 人が 幸せになる 条件として 「伝 統文化に 誇りを
もつこと」と 提唱していることを 紹介し、 「なんのためにここにいるのか」という 間
いかけを 改めて参加者 に行った。 それ ぞれ初心に帰り、 祖先から伝 承される沖縄文
化、 ウチナ ーネットワ ークの絆について、 じっと振り返る 時間となっ た。
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■ 課外学習 ー 海外参加者国紹介頂
日 時 ： 平成26 年 8月 7 日 （木）1 4 :00 ,.........., 1 5  : 00 
場 所 ： J I C A沖縄国際セ ンタ ー 多目的 室
目的 ： 海外参加者 がどのような国から 来ているのかを知り 、 海外の日系 社会で継承される

沖縄文 化を知る。 海外参加者 にとっては自国の活動を振り返り 、 また 他国のア イデ
ィアを知る機会とする。

内 容 ： 海外参加者 による国 紹介、 県人会の活動 紹介

結果 ： 3 日間に分けて海外参加者 全員 が発表した。 どの参加者 も事前によく 調べており 、
写真やビデ オなどを 織り交 ぜながら自国の 紹介をしていた。 厳しく制 限時間を設け
ていなかったため 、 時に 伝 えたいことがありす ぎて 長くなってしまうことがあった
が 、 色々な国のことを知り 、 いつかみんなの国を訪 ねたいと 、 参加者 は 各々世界へ
の 関心が広がったようである。 また県内参加者 からは 、 海外参加者 の自国への知 識
に 驚き 、 自分も沖縄や地 元のことをもっと学びたいという感想も出ていた。

■ パ フ ォ ーマ ン ス 練習
日 時 ： 平成26 年 8月 7 日 （木）1 5 :00 ~1 7 :30 
場 所 ： J I  C A沖縄国際セ ンタ ー 多目的 室
目的 ： パフ ォ ー マンス 仕上げ 、 参加者 の自主性を高める。
内 容 ： パ ー ト別 練習 、 全 体練習
結果 ： 昨年 の参加者 や 、 現代 版組 踊経験者 のリ ー ドで 、 パフ ォ ー マンス 練習を行った。 参

加者 は 不安だった 部分を 確認して 何度 も 練習することで 、 自 信がついてきたようだ。
また 、 リラックスした 雰囲気の中 、 バ レエの 得意な参加者 が バ レエ レッスンをした
り 、 普段話していないメ ン バ ーと 談話したりする 姿も見られた。
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参加者の レ ビ ュ ー シー ト か ら 【五 日 目 】

| 【総合学習】 I
・日 本でのこの生活は 普通だ と思っていたので、贅沢に 暮ら している と知ってびっくり した。

この生活より下の生活を する自 信がないけれど、 少しでも 贅沢を 減ら していかない といけ
ない と思う。（県内参加者 ・ 女）

・ 私たちの 義務は、 これから 私たちのこ とだけ じ ゃなく、 世界中の人のこ とを考えない とい
けないこ とだ と気付いた。（海外参加者 ・ 女）

| 【 班行動で自分の係の 仕事ができま したか】 I
・ だんだん集団意 識がでてきて、 注意 し合っている人が出てきた。 食事係だけでなく、 自 主
的 に 配膳を手伝っている人もいた。（県内参加者 ・ 女）

・ グループ で ダンスを 練習 してうまくなった。 すごく 達成感を感 じた。（海外参加者 ・ 女）

| 【ウチナーネ ットワ ークを担う 一員 と して 何か感 じたこ とはありま したか】 I
9. （地 球の大切さを学び） 日 本を変 える前に、 沖縄が変わってみせる ！ と思った。（県内参加

者 ・ 女）
9• この素 晴らしく、 注目を集めるだ ろう ダンスを広め、 それがどこからきているのか、 どこ
で学んだかを伝える。 沖縄のこ とを とても 誇りに思っている。（海外参加者 ・ 男）

パフォーマンス 自 主練習 の様子 OB/OB が教え に来てくれた

36 



学習7ログラム （ 六日 目 ） 8/8 （金）

時間 し 内容 ！ 詳細
09 : 30-12 : 00 社会学習 II 藍染体験、 古民家見学

14 : 00-1 7 : 00 I 総合学習 II

I 1 7 : 00- 19 : 30 伝統芸能学習 11

■ 社会学習 II

振り返り ＆報告会準備

パフ ォ ーマン ス ワ ー ク シ ョ ッ プ

日 時 ： 平成26 年 8月 8（金） 9 : 00 ,---..., 1 2  : 00  
場 所 ： 沖縄 こどもの国 チル ド レン ズセ ンタ ー

講師 ： 沖縄こどもの国 幸喜 新 氏

担当／講師
沖縄 こ ど もの 国

I 沖縄 NGO セン タ ー

TAO フ ァ ク ト リ ー

目的 ： 参加者 の 祖父母や 曾祖父母が生きた 時代の生活を体感する。 自然の 厳しさと 恵みの
中で、自然や人とのつながりを大切にしながら生きてきた沖縄の 先人の 知恵を学ぶ。

内 容 ： 藍染体験、 古民家見学
結果 ： ほとんどの参加者 が初めての 藍染体験で、 和気あ いあいとした 雰 囲気でデ ザインに

取り組んでいた。 藍は 防 虫・ 殺菌効果があるため 、 古くから沖縄では重宝されてお
り、 昔の人たちの 知恵に感心する参加者 もいた。 自分のデ ザインに 愛着がわき、 完
成したスト ールを、 ア クセ サリ ーとして最終 日まで身に 着けて いる参加者 も いた。
復元された 明 治末期から大 正時代の沖縄の家 屋が 建っている 「 ふるさと 園」を見 学
した際には、 特に海外参加者 たちの反応が大きかった。 「祖父母から聞いていた沖縄
の家に 似ている」と興 味深く家 屋を観察し、 仏壇の 部屋の 位置や、 ひん ぷんなど、
風水の 影響や生活の 知恵が 詰まった家 造りから、 昔の人の自然との繋がりや 暮らし
を感じていたようである。
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■ 総合学習 Il
日 時 ： 平成 26 年 8月 8（金）1 4 :00 ,...__, 1 7 : 00 
場 所 ： J I  C A沖縄 国際セ ンタ ー 多目的 室
講師 ： 沖縄 NGOセ ンタ ー 大 仲 るみ子氏
目的 ： 今回の各学習プログラムでの 体験を通して共に学んだことから 「沖縄の宝」を探し、

宝 モ ノを残し、 守っていくためにネットワ ークを活 用し、共にできることを考える。
最後に参加者 それ ぞれのこれからの「行動宣言」を考え、 発表 する。

内 容 ： お 互いの良いとこ ろをメッセ ージで 贈る
ウチナージュ ニアスタデ ィ ーで見つけた 「宝物」

結果 ： 「未来に残したい宝物は 何か」
一週間の様々なプログラムを通し、 仲間との絆を深め、 多方 面から 「沖縄」を学ん
できた参加者 。 最終日の報告会に 向け、 振り返りの 時間を持った。
ま ずはア イス ブ レ ークとしてみんなの良いとこ ろをポン
チ ョに 書き、メッセ ージを 仲間たちへ 贈った。 休み 時間に
は、 書ききれなかったメッセ ージを 書きに行ったり、じっ
とメッセ ージを 読んだりする 姿が見られた。 報告会では、
未来に残したい沖縄の宝を学習プログラム のテ ーマ 毎に
発表 することを 決め、これまで様々なワ ークを行ってきた
班で学んだことを ブ レ ーンスト ーミング した。 平和・歴
史・伝 統・自然・ 社会・ネットワ ークの6テ ーマで意見を
出し合った。 その後各自が発表したいテ ーマに分かれ、報
告会に 向けての 準備が始まった。

■ 伝統芸能学習 II
日 時 ： 平成 26 年 8月 8 日（ 金）1 7 :00 ,.....__,1 9:30 
場 所 ： J I C A沖縄国際セ ンタ ー 多目的室
講師 ： TAO ファクトリ ー 蔵嘗 慎也氏
目的 ： 発表に向けて、 最後の 練習を行う。

乎和
Pt, aL ‘̀ 

饂艤、
ftdtioo 

約ら も 、

II. 史
l-listoり

g: 

結果 ： プログラム 3 日目から始まった 練習も、 この日が最後。 練習 時間 以外にも 夜や 空き
時間に集まり、 大まかな振り 付けはマスタ ー することができた。 最後のステ ージ 演
舞の 完成度を高めるため、 全 体の 統一感や見せ 所となるポ イントなどを TAO ファク
トリ ーから指 導してもらった。 最後の声出しでは、 全員 が 一つの 舞台を 創り上げる
意気込みが 湧き出ていた。
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参加者の レ ビ ュ ー シー ト か ら 【六 日 目 】

| 【 社会学習 11】 |
・ 藍染めが植物か らできること、 たくさんの工 程と 時間が 必要なことがわかった。
（県内参加者 ・ 女）
・伝 統文化である 藍染を体験できたことはとても良かった。（海 外参加者 ・ 男）

| 【総合学習】 I
・みんなか らのメッセ ージを 読んで、ものすごく感動した。 大 切な 仲間が世界中にでき、最高の 夏にな
った。（県内参加者・女）
・プ レ ゼンテ ーションの 準備は大変だけど、頑張って最高のプ レ ゼンをしたい。（県内参加者・女）
・ポンチ ョのメッセ ージを 書くのはとても良いア イディアだと思う。 家に持 つ で帰り大 切にしたい。（海 外
参加者・女）
•最後に沖縄での生活を振り返り、それをまとめることができた。（海 外参加者・女）

| 【 班行動で自分の係の 仕事ができましたか】 I
・レポ ートの 提出の声掛けを 頑張った（県内参加者・男）

•自分自 身の思いをメンバ ーに伝え られた。（海 外参加者・男）

| 【ウチナーネットワ ークを担う 一員 として 何か感じたことはありましたか】 I
•このネットワークをどう生かしていくのか、真剣に考えていきたい ！（県内参加者・男）
•これか らどうしていくかを考えて自分たちが発 信できることを知った。もっと沖縄のことを発 信してい

きたい。（県内参加者・女）
•この 一週間で学んだことをす べて、い ろい ろな方法でたくさんの 人に伝えたい ！（県内参加者・女）

少しの時間だが 、 この仲 間 たちで念願の海へ ！
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学習7ログラム （ 七日 目 ） 8/9 （土）

時間 内容
09 :00-1 1 : 30 総合学習 II
14 :00-16 : 30 報告会・ 修了式

1 7 :00-19 :00 フェア ウェルパーテ ィ ー

● 総合学習 n

詳細
報告会 準備
グループ別発表、 行動 宣言
修了証授与

日 時 ： 平成26 年 8月 9 日（土） 9 :00 _______, 11: 30 
場 所 ： J I  C A沖縄国際セ ン タ ー 多目的 室
講師 ： 沖縄 N GOセ ンタ ー 大 仲 るみ子氏
目的 ： 報 告会に向けて、 グループ ごとに内 容をまとめる 。

担当／講師
沖縄 NGO セ ン タ ー

結果 ： 前日に 引き 続き、 報告会の 準備に取り掛かった 。 グル ープ によっては、 前日のプロ
グラム 終了後に集まって 準備を進めたとこ ろもあり、 一週間の学びをどのように伝
えるか、 参加者 が 試行 錯誤している様子が伝わってきた 。 また残り 時間を 惜しんで
交流を深めているようでもあった 。 それ ぞれ様々な 一週間の思いを 抱えながら発表
をまとめ、 準備ができたグループ は各々リ ハ ー サルに入るなど、 これまでのグルー

プ 学習のやり方が 板についてきているようだった 。 最後に個人 発表の 「行動宣言」
を 書き、 午後の 報告会に 備えた 。
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■ 報告会 ・ 修了式
日 時 ： 平成26 年 8月 9 日（土）1 4 :00 ,....,___,16 :30 
場 所 ： J I C A沖縄国際セ ンタ ー 多目的 室
目的 ： 一週間で学んだこと の成果を発表する

【式次第】
「 ―---------------------------------------------
①報告会

主催者 挨拶

学習プログラム の振り返り
研修報告 ・行動宣言

②修了式
ジュニア大 使認証状授与
修了証授与
感謝 状授与

沖縄県知事公室
秘書広報交 流統括監 曽根淳
兼城 凜子（青 年リ ー ダー）
参加者 全員

海外参加者
県内参加者
青 年リ ー ダー

～ 記念撮影～L--------------------------------------------------

結果 ： 各学習プログラムで学んだ ことは 何か。 「社会」「歴史」「平和 」「伝 統芸能」「自然」、
そして「ネット ワ ーク」をテ ーマに 、 グループ でまとめた結果を 劇やポスタ ー等 そ
れ ぞれ の方法で表現した。 今 回 新しく 得た知 識や経験を今 後どう活かし 、 どう「沖
縄」を 守り継承していきたいか。 ウチナ ージュニアスタ ディ ー の学びや交 流は今 日
で終わりな のではなく、 今 日から始まる のだということを共有した。 各自 の行動宣
言では 、 今 後自らが沖縄文化 の発 信者 となり 、 ウチナーネット ワ ーク の絆を大切に
していくと宣言。 最後に 修了証等を 授与され 、 各国と の架け 橋となる ことを 誓った 。
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■ フ ェ ア ウ ェルパ ーテ ィ ー

日 時 ： 平成26 年 8 月 9 日（ 士）1 7 :00 ,......., 1 9 : 00 
場 所 ： J I C A沖縄国際 センタ ー 体育 館
目的 ： UJS す べての関係者 に感謝の気持 ちを伝え、 最後の思い出となる 時間を過ごす 。
r------•-------------- --- ----- ------------- -＝=-- ------- --------- ------- -------------- - ---

| 【式次第】
|1． 参加者全員 によるパフォーマン ス 『ダイナミック琉球』
i 2 . 開 会の 挨拶 沖縄県知事公室 広報交 流課

3 . 乾杯の 音頭

4. 参加者代表 挨拶

5. 参加者による余興
⑤ ブラジルの ダン ス

⑥ メキシコの伝 統舞踊
⑦ ボイスパーカ ッション

⑧ ペルーの 民族舞踊

⑨ ボリ ビアの 民族舞踊

6. スライドショー

＆贈る言葉
7. 閉 会の 挨拶
～ 記念 撮影～

交 流推進監 下地 誠
沖縄アルゼンチン 友好協 会
会長 仲村渠 友邦
比嘉 舞優（ コザ高校 ）
マリッサ キン グ（カナダ）

～ 食事・懇談～

金城 奈美枝（ ブラジル）
新 里 ファビアン（ ブラジル）
山入 端 ヒロミ（メ キシコ）
兼城 賢翔（南風原高校 ）
イータン ジャ ックソン（アメリカ ）
ジョアナ 伊礼 エスコバル（ ペルー ）
セルベラ 国頭 デ ィエ ゴ（ ペルー ）
比嘉 照（ ボリ ビア ）
屋良 朝晴（ ボリビア ）
玉城 優美（ ボリ ビア ）
兼城 凜子
ジョアナ 伊礼 エ スコバル
JOCA 佐藤 豊

結果 ： いよいよ 迎えた「 ダイナミック 琉球」の 本 番。 この 瞬間のために、 寝る間を 惜しん
で 練習に取り組んできた 。 衣装をまとい、 ステ ージに立っ た参加者 からは 不安な 表
情は 消え、 堂々とした 演舞者 の 顔になっていた 。 音楽が 始まり、 祈りのポ ー ズから
勇壮な 舞いを展開していった 。 迫力のある見事なステ ージに、 会場からは 拍手と 歓
声が 響き、 参加者 の成 長を感じ目 頭を 押さえる関係者 の 姿もあった 。
参加者代 表挨拶では、 この 一週間がかけがえのない 時間であったことが強 調され、
保 護者 や関係者 への感謝の気持 ちを伝えていた 。 最後にはほとんどの参加者 が 泣き
出し、 抱き合ってプログラムの終 了を 惜しんでいた 。
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ターイベント 1 1 /8 （土） ＠ ホさなわ国際協

■ ア フ タ ーイ ベ ン ト
日 時 ： 平成26 年11月 8 日（ 土）1 3:00 ,.....__, 1 4 :  00 
場 所 ： J I C A沖縄 国際セ ンタ ー 多目的 室
目的 ： 学習プログラムを振り返ると共に、 一般の人々に UJS について知ってもらい、 その意

義や目的 を共有する 。 また参加者 主体のプログラムを 通して、自ら企画・運営する立
場となって、 UJS の学 びを同 世代と分かち合い、 ウチナ ーネットワ ークを担う次世代
の交流の場に繋げる 。

内容 ： プログラムの内 容を パネ ル展示、 「沖縄」を見つめるワ ークショップ

結果 ： 沖縄発の国際協カ・交流を県 民に体験して 頂くことを目的 として開催される 「おきな
わ国際協カ・ 交流フェスティバ ル201 4 」。 その中の県 ブ ースに事業を 紹介する パネ ル
を作成した 。 ア イディアを出し合いながら 写真や 新聞記事等を組み合わせて、 一週間
の学 びをプログラム 毎にまとめる中で、 改めて UJS を振り返り、 ウチナーンチュ とし
てのア イデンテイティ ーや 誇りについて考える機会となったようである 。
そして参加者 の発 案で UJSの学 びを 一般の人々と共有しようと 兼城賢翔君（南風 原高
校） の進行でワ ークショップ を行った 。 「平和」 「歴史」 「伝 統」 「ネットワ ーク」の4
つにテ ーマを 絞って沖縄と それらのキ ーワ ー ドで連想するものを出し合い、 出された
ア イディアを 書いた付 箋から イメ ージされる 「絵」を作っていった 。 UJS参加者 たちは、
グ ループ ワ ークを進めながら、UJS で海外参加者 と学校の平和学習の 違いについて 話し
合ったエ ピ ソ ー ドや、 知る機会の 少ない 琉球の歴史等、 この 夏の学 びや 経験を 他の参
加者 と共有していた 。 4つの 絵は それ ぞれユニ ークな発 想でまとめられており、 「伝 統」
をテ ーマとしたグ ループ では、 沖縄の様々な伝 統が 昔から現 在、 そして未来ヘリ レ ー

のように 続いていることを 表現していた 。
最後に 「こうして沖縄について考えることが、 ウチナーンチュ である 誇りを継いでい
くことに繋がっていく 。 今日やったことを家 族や 友達にも 話して沖縄についてもっと
知っていってほしい」、 と UJS 参加者 が全員 前に出てワ ークショップ を 締めくくった 。
ワ ークを進めながら、 中心となってまとめていく UJS 参加者 の 姿はとても 頼もしく、
彼らが 確実に未来へ 向かって沖縄と世界の 架け 橋となる 一歩を 踏み出していることが
伝わってきた 。
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1 3 参加 者感想 文 I 
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( 1 ) 海外参加者

ユイ ジー ン ク リ フ ォ ー ド(17)
Yui J ean C l ifford 
ワ シ ント ン DC 沖縄会(USA)
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イ ー タ ン ジ ャ ック ソ ン ( 18)

Ethan J ackson 
ア ト ラ ン タ 沖縄県人会(USA)

47 



マ リ ッサ キ ン グ (15)
Marissa King 
レ ス ブ リ ッジ沖縄文化協会

(Canada) 
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比嘉 照 リ カ ル ド （ 18)
Sho Ricardo A rata Higa 
ボ リ ビア 沖縄県人会(Bol ivia)

49 



屋良 朝晴 (16)
Tomoharu Yara 
ボ リ ビア沖縄県人会(Bol ivia)

50 



玉城 優美 ( 13)

Yu.mi Tamashiro 
ボ リ ビア沖縄県人会(Bol ivia)

51 



セルベ ラ クニガ ミ デ ィ エ ゴ ア ロ ン ソ (18)
Cervera Kunifami Diego A lonso 
ペルー沖縄県人会(Peru)
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ヤ マ ノ ハ ガルシーア ガ ラ ヒ ロ ミ (13)
Gala Hiromi Yamanoha Garcia 
メ キ シ コ 沖縄県人会(Mexico)
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金城 奈美枝 (15)
Namie Kanashiro 
ブ ラ ジル沖縄県人会(Brazi l)

54 



新里 フ ァ ビア ン ( 15)

Fabian Shinzato 
カ ンポ グ ラ ンデ沖縄県人会(Braz i l)

55 



仲兼久 カ タ リ ナ (17)
Catal ina Nakaganeku 
在亜沖縄県人会(Argentine)

56 
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山本 イ リ ーナ (17)
Irina Yamamoto 
在亜沖縄県人会(A rgentine)
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福里 大結 ( 1 5)
Daiyu Fukuzato 
マ レー シア 沖縄会(Malays ia)

58 



彰 アナベル 雪珠 (16)
A nabel Se Zhu Pang 
ソ ウ ル沖 縄会(Korea)

59 



内間 未来 ( 17)

Miki Uchima 
ドイ ツ沖縄県人会(Germany)
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エス コ バル 伊礼 ジ ョ ア ナ (27)

J ohanna Etsuko Escobar Yrey 

ペルー沖縄県人会(Peru)
（青年 リ ー ダー）
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(2 ) 県 内参加者

仲宗根 萌(13)
Moe Nakasone 
嘉手納 中学校 1 年

鼠
鼻兄

s-f
i

 

マ＇

(

”
 

-
知花 香実 (15)
Konomi Chibana 
嘉手納 中学校 3 年
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城間 瑞生 ( 14)
Mizuki Shiroma 
寄宮 中学校 2 年

63 

神谷 莉央 ( 14)
Rio Kamiya 
知念 中学校 2 年



I ll 

下地 小春 (15)
Koharu Shimoj i  
石垣中 学校 3 年

64 

我如古 未和 (16)
Miwa Ganeko 
北 山 高校 2 年



喜友名 怜美(1 7)
Remi Kiyuna 
コ ザ高校 2 年

65 

比嘉 舞優(17)
Mayu Higa 
コ ザ高校 3 年



小橋川 咲希 ( 16)

Saki Kobashikawa 
普天間高校 1 年

66 

伊吉 智里 ( 18)

Chi sato lyoshi 
那覇西高校 3 年



伊佐 茉倫 (18) 兼城 賢翔 (18)
Marin I sa Kensyou Kaneshiro 
興南高校 3 年 南風原高校 3 年
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山入端 青海(18)
Seira Yamanoha 

68 

安里 美紅 ( 17)

Miku A sato 
向 陽高校 2 年



楚南 早紀 ( 1 7)

Saki Sonan 
宮古高校 2 年

69 

大久 勝利 ( 16)

Katsutoshi Daiku 
八重山高校 1 年



兼城 凜子 (23)
Riko Kaneshiro 
宇都宮大学 4 年

（青年 リ ー ダー）
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1 4 参考資料 I 
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(1 ) アン ケ ー ト 結果

1 - 1 . 事前学習 (7 月 5 • 19 日 ） の評価 と そ の理由 をお聞 かせ く だ さ い。 （県内参加者のみ）
( 1) 総合 口非常に良い16 口良い l □どちらともいえない0 口よくない0
( 2) 時間 口 妥 当1 0 □ 長い0 口短い 7

【理由】
・移民の歴史も前もって 知 ることが出 来たし、 多くのボランテ ィアのみな さんと関わって、 ア ドバ

イスをもらうことができたから。
・ 事前学習で県内参加者 と和を深めて協力し、 海外メ ンバ ーを受け入れられ ることができたため。
・ プ レ ゼンテ ーションの 準備 時間もっと 欲しかった。
・「もうち ょっと ！」と思え るくらいがち ょうどいいと思う。 そうすれ ば、 次また会え る日まで

の自分の目標や、 課題を見つめ直すことができ ると思う。

総合 良い
時間

ー

1 - 2 . ホ ー ム ス テイ の評価 と そ の理 由 をお聞かせ く だ さ い。 （海外参加者のみ）
( 1) 総合 □非常に良い 15 口良い 1 口どちらともい えない 0 口よくない 。
(2) 期 間 口 妥 当 5 口 長い 0 口 短い 1 0  口 無回 答 l 

【理由】
・ 家 族に 歓迎 され、 本 当に素 晴らしい 時間だった。
・ 日 本の親戚に初めて会うことができ、 観光地を訪 ねたり、 日系人の絆を 知 ることができた。
・ 日 本語がわからなくてもとても素 敵な経験ができた。 沖縄の家 族と沖縄の 習慣を共有したことはと

ても 価値があった。
・ 一週 間で沖縄をまわ ることはできず、 す べての家 族に会うことができなかった。 沖縄が 本 当に 好き

になり、 また 戻ってきたいと思った。

総合 時間

ー
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2 . 学習 プ ロ グ ラ ム (8 月 3~9 日 ） の評価 と そ の理 由 をお聞かせ く だ さ い。
(1)総合

【 県内参加 者】 口非常に良い16 口良い1 口どちらともいえない0 口よくない0
【海外参加 者】 口非常に良い11 口良い5 口どちらともいえない0 口よくない0

（理 由）
【 県内参加 者】
•自分の 知らなかったことが 多く沖縄を見つめなおすことができ、自分の将来の 夢も学習プログラムを

通してはっきり見つけることができたので、 とても良い経験ができたと思う。
• 金武町に行けず、自 然学習や B B Qが出 来なかったのは 残念でしたが、 他の学習ではたくさんの事を学

べたし、 みんなとの 仲を深めることも出 来たのでとても良かったと思う。
•もっと 一緒にいたい ！ と思う気持ちがあったけれど、 そのくらいなのがベストなんだと思う ！ 自分た
ちからも会いに行こうと思えるから。

【海外参加 者】
・ 多くのことを学び、またとても楽しむことができた。 目的 は 達成できたと 思うし、 私はとても満足し

てい ている。
•世界中に 友達を作る機会を 得られ、 彼らと素 晴らしいネットワ ークを作ることができた。

・素 晴らしい人たちと素 晴らしいプログラムを進められ、言葉がうまく通じなくても、 常に良い心構え
で過 ごすことができた。

・ 時々 何をしているか付いていけないときがあり、 もう少しスタッフ が 必要だと思った。

県内 良 い 海外 全体
6% 
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(2) 一 日 の ス ケ ジ ュ ールについて
【 県内 参加者】 口妥当 16 口 詰込 み過 ぎ l □ も の足 り ない0
【海外 参加者】 口 妥当 1 1 口 詰込 み過 ぎ4 口 も の足 り な い 1
（理 由 ）

【県内参加者】
• 毎日が楽しくてわくわくした。

・時間のメリ ハリ を付けることができ、時間や場 所を伝え合うということで、海外参加者 との交流も 増えた。
・ 毎日、22 時位まで活動するのはとっても大変だったのと、 もっと海外参加者 と 話す 時間が 欲しかった。

【海外参加者】
・少し 疲れることもあったが、 他の参加者 と 話をしたり 一緒に過 ごす 時間があった。
・内 容がとても 充実していたのでプログラムを 削る べきではないが、 もし期間が 長くできるのであれ ば、も

う少し自 由 時間が 欲しい。

県 内

詰込 み
す ぎ
6% 

(3)宿泊先について

海外
も の足
り な い

6% 
全体

15% 

【 県内 参加者】 口非常に良 い 13 口良 い2 口 ど ち ら と も いえ な い2 口 よく な い 。
【海外 参加者】 口非常 に良 い 10 口良 い6 口 ど ち ら と も いえ な い 0 口 よく な い 。
（理 由 ）

【県内参加者】

も の
足 り

・自分で 洗濯も 風 呂も自 由にできてよかった。 ・コミュニケ ーションの場となる 遊び場 所もあった。
・環境や設 備はとても良かったが、 初日は 寂しさや 不安があったので大 部屋で過ごせたらいいなと思う。

【海外参加者】
• Wifi もあり、 便 利でとても 清潔だった。 みんなで 遊べる場 所もあった。
． できれ ば個人 部屋ではなく、ルームシェアをしたかった。

県 内 ど ち ら 海外
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(4) 食事について
①JICA 沖縄国際セ ン タ ー食堂
【 県 内参加者】
＊量 口 妥当 1 1  口多い 6 
【 海外参加者】
＊量 口妥当 1 5  口 多 い 〇
（理 由 ）

【県内参加者】

口 も のたりな い 〇 ＊味 口 美味 し い 1 5  口 ふつう 2 口美味 し くな い

口 も のたりな い 1 ＊味 口美味 し い 1 l 口 ふつう 5 口 美味 し くな い

・ 普段は 口に することのできない 料理をたくさん 味わうことができ、 食文化の 違いも学ぶことができ た。
• 朝のバ イキングは、 それ ぞれ 好きに 食べてよかっ たのがいい 。

・個人 差があると思うが、 ち ょっと 多くて残してしまい、 申し 訳ないという気持 ち も 多々あった 。
【海外参加者】

〇

〇

・ 適量でとても 美 味しかっ た。 毎日メニ ュ ーの 違う、 和 食と 洋食を組み合わせ たものだったのでよかった 。
・ 美 味しく、 お 腹いっ ぱい 食べることができ た。 ・ワ ーク中にお 腹が 減ることがあった 。
•もう少し沖縄 料理が 食べられると思っていた 。 料理 も文化の 一つであり、外国ではなかなか 食べられない 。

［料理の量］ 県 内 海外 全体 も の た
も の た

［料理の 味］ 県 内 海外 全体
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②施設外 レス ト ラ ン及 び弁 当
【 県内 参加者 】
・ 量 □ 妥 当 13  口 多い 2 口 ものた り な い 2 ・ 味 □美味 し い 15  口 ふつう 2 口美味 し く な い 。
【 海外参加者 】
・ 量 □ 妥当 14 □ 多い 1 口 ものた り な い 1 ・ 味 □美味 し い 14  口 ふつう 2 口美味 し く な い 。
（理 由 ）
【県 内参加者】

・沖縄の 料理やバ イキング など楽し く 食べることができた。 ・ ロに 慣れている ものが 多 く 美 味しかった ！
・冷めていて 海外メ ンバ ーにとっては初めて 食べる もの もあり、 冷めたままのは少し 食べに く いようだった。

【 海外参加者】
・ 沖縄 料理は 私が 一番好きな 料理で、 世界で 一番おいしい 料理だ ！
・ 沖縄 料理の レ ストランがとて も良かった。 食べてみたいと 思っていた タコ ラ イスを 食べることができた。
・ レストラ ンは 美味しかったが、 お 弁 当は そこまでで もなかった。

［料理の量］ 県 内
も の た
り な し ‘ -
12% 

［料理の 味］ 県 内

海外

多い
7% 

海外

も の た
り な い

7% 
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多い
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(5)各学習 プ ロ グ ラ ム の 中 で特 に 良 か っ た も の を 3 つ ま で選び、 そ の理 由 をお聞 かせ く だ さ い。
【 県 内参加 者】

□社会 学習 I （那覇ま ち ま ーい） 0 □ 社会 学習 II （ こ ど もの 国） 2 
口伝統芸 能 I （肝高の 阿麻和利） 9 口 伝統芸 能 II （パフ ォ ーマ ンス） 6 
口 移民学習 I （ア ル ト ゥ ーロ 氏体験記） 2 口移民学習 I （移民カ ルタ • WS) 2 
口 移民学習 II (WYUA) 5 口歴史学習 1 口平 和学習 7
口世界 が も し 100 人の 村だっ た ら 4 
【海 外参加 者】

□ 社会 学習 I （那覇ま ち ま ーい） 4 □ 社会 学習 II （ こ ど もの 国） 2 
口伝統芸 能 I （肝高の 阿麻和利） 9 口伝統芸 能 II （パフ ォ ーマ ンス） 8 
口 移民学習 I （ア ル ト ゥ ーロ 氏体験記） 3 口 移民学習 I （移民カ ルタ • WS) 0 
口 移民学習 II (WYUA) 2 □歴史学習 6 □平 和学習 7

口総合学習 （メッ セ ー ジポ ンチ ョ、 振返り） 1 2 

口世界が も し 1 00 人の 村だっ た ら 2 口総合学習 （メッ セ ー ジポ ンチ ョ、 振返り） 3 
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く 特に 良かっ た プ ロ グラ ム ＞
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吻

■ 県内
■ 海外

（プロ グ ラ ム で特に良 かっ た点）
【県内参加 者】

・「 肝高の 阿麻和利のバックステ ージ ツア ー 」 はとても感動し、 衝撃を受け た。 あんなにも素 晴らしい文 化
があるの かという ことを初めて知り、 目 頭が 熱くなっ たのを今でも 鮮明に覚えている。 ま た。 それに 介し
て、 ダイナミック 琉球のワ ークシ ョッ プ ができ、 最後にみんなで 披露する こと ができ たのも良い思い出と
なっ た。

・ ひめ ゆりの 塔に行っ たときは、 改めて沖縄について 振り返ること ができ、 よ かっ た。
・ メッセ ージポ ンチ ョは、 一生の宝物 ！ いつ かみんな が母国語で 書い た文 字がよめるようになり たい。
・ たくさんの沖縄を学 べた。 本 当は全 部に とをつけ たい。 どれも これもプラスになるものだっ た。
【海外参加者】

・歴 史授業はとてもおもし ろく、 私たちは自分 た ち がど こ から 来 た かもっと知る べきだと思っ た。 先 生は 私
たちの 疑問にす べて こ たえてくれ た。

・「 肝高の 阿麻和利」は 本 当に素 晴らし かっ た。 中高 生がやっている ことに 驚い た。 みんなす ごく 輝いてい
て感動し た。

• 以前 から行き た かっ たひめ ゆりへ行き、 体験者の 話を聞く ことができ た。 言葉 がわ からないがとても 胸に
来るもの があっ た。
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(6) 各学習 プ ロ グ ラ ム の 中 で良 く な か っ た も の を 3 つ ま で選び、 そ の理 由 を お 聞 かせ く だ さ い C

【県内 参加者】
□社会 学習 I （那覇ま ち ま ーい） 2 
□平和 学習 3
【海 外参加者】

□ 社会 学習 I （那覇ま ち ま ーい） 2 

口伝統芸 能 II （パフ ォ ーマ ン ス） l 
□ 特 に な し 1 3  

□社会 学習 II （ こ ど もの 国） 4 
口 伝統芸 能 I （肝高の 阿麻和 利） 0 口伝統芸 能 II （パフ ォ ーマ ン ス） 2 
口 移民学習 I （ アル ト ゥ ーロ 氏体験記） 1 口 移民学習 I （移民カルタ • WS) 3 
口 移民学習 II (WYUA) 2 □歴史学習 2 □平和 学習 。
口 世界 が も し 100 人の 村だ っ た ら 2 
□ 特 に な し 6 

□ 総合学習 （メ ッ セ ー ジポ ンチ ョ 、 振返り） 1 
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■ 県内
■ 海外

（プロ グ ラムで 改善 して ほ しい 点）
【県内参加者】

・ （まちま ーいでは） お 店がしまっている とこ ろが 多く、 いつ もの 賑わいのある とこ ろ が見せられなかった
ので そこが残念だった。

・全てのプログラムが大 切で、学びがあるものだったので、良くなかったものはなかった と思う。 重要 と 思
うもの（ア イデ ンテイティ ーや平和学習） にはもっ と じっくり 時間をかけてよかった と思うが、 その 時間
帯や日 程も考 慮しない といけ ない と思った。

【海外 参 加者】
・ 移民学 習は良いクラスだ と思うがあまり興 味を持たなかった。
・す べてのクラスが 必要だ と思うが、 あえて 選ぶ とすれ ば「歴史、 社会 II、1 00人 村」だ。 歴史は大学の 講

義のようで少し 難しく、 社会 IIでは 古民家で 雨が 降ってきた。1 00人 村はテ ーマを理解しにくかった。
・ 退屈なプログラムはひ とつ もなく、す べて 違った 何かがあり、 多くが イ ンタラクティ ブであり、 特別良く

ないものはなかった。 疲れを感 じた ときもあったが、お そらく それは 眠る 時間が少ないなど、自分たち の
責任である。

• 3 時間近くずっ と 座っているのは大変なため、 座って行うプロ グラムは 改善してほしい。
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(7) 班行動 はプロ グ ラ ム を行 う 上で有 効で し た か ？
【 県内参加 者】 口非常に 良 い 9 口 良い6 口 ど ち らと も い え な い 2 口 よく な い 0
【海外参加 者】 口非常に 良 い 8 口 良い5 口 ど ち らと も い え な い 0 口 よく な い 0

（理 由 ）
【県内参加者】

・たくさん 話をすることができた。 もしグループ がなかったら、 海外組だけで 一緒にいたりとか、 県内
参加者 だけで 一緒にいたりとか、 そういうのができていたんではないかなと思う。

•自分の役割とか 責任感とか生まれた。
・全員 と 仲良くなる機会が少なかった ようにも感じたので、 プログラム ごとにグループ を変えるのも、

ありだと思った。
【海 外参加者】
・日 本語、 英語、 スペ イン語と3つの言語が 混 ざっていたので少し 複雑だったが、 いつも理解し ようと

し、 言語の 壁を 乗り 越えていた。
・たくさんの人がいたので 班行動はとても 効果的だったし、 グループ ワ ークではチ ームワ ークを発 揮で

きた。

県 内 海外 全体
ど ち ら
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(8) 県内 （海外） 参加者 と の交流は期待 して いた通 り で き ま し た か ？
【 県内 参加者】 口 期待以上だっ た 1 3  口 期待通 り 2 口あ ま り で き て い な い 2 口 で き なかっ た
【海外 参加者】 口 期待以上だった 10  口 期待通 り 6 口あ ま り で き て い な い 0 口 で き なか っ た

（理 由 ）
【県内参加者 】

・ 一番の問 題だった言語の 違いを 早いう ちに 乗り 越えたから。
•こんなに海外参加者 と 仲良くなれるとは思ってなかっ た。

・スケジュ ールが 詰め 詰めで、 疲れてしまい、 夜は各国の 話を聞くより 寝るのを 優先してしまった。
う少し、 話す 時間が 欲し かった。

【海外参加者】
•も ち ろん ！ 沖縄のみんなはとても素 敵な人た ちだっ た。

・ 別れを伝えるときに 涙が出る なんて思っても いな かったし、 こんな 短い期間でここ まで 距離が近く 、
ると考えてもいなかっ た。 この 友情をこれからも 続け、 またいつ か会いたい。

・日 本語の問 題はあったけれど、 英語で 話をしたり、 他の参加者 が手伝ってくれたりして問 題なく 会
することがで きた。

． 何人かの海外参加者 とあまり 話すことが できなかったのが心残りだったが、 県内参加者 とはとて も
良くなれ た。

県 内

期待通
り

12% 

あま り
でき て

海外 全体
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3 . 報告会 （最終 日 ） の評価 と そ の理由 をお聞かせ く だ さ い。
(1) 総合評価
【 県内参加者】 口 非常に良 い 1 5  
【海外参加者】 口 非常 に良 い 1 2 
（理 由 ）

【県内 参 加 者】

口良 い 2 口ど ち ら と も い えな い 0 口よ く な い 。
口良 い 3 口 ど ち ら と も い え な い 1 口 よ く な い 。

・行動宣言がとて も い いと思った 。 実際に意 識して行動できて、みんな も 頑 張って いるから 自分 も 頑張 ろう
と思える 。

• みんながどんな 体験をして、どんなことを気に入ったのかを 知ること もできたし、 忘れて いたこと も振り
返ることが出 来た 。

• 海外 参加者 も含め全員 で報告会が出 来たのがとて もよかった 。
・親に 何を学んだのかとか、 自分が1週間で成 長した 姿を見せることができてよかった 。

【 海外参加者】
． 始めは ( UJS が終わることが） 悲しかったけれど、 悲しむことではな く 、 幸せなんだと思った 。 私は その
場 所に いられる 70 億人のう ちの 一人であり、 こんな経験は もうできな いだ ろうから 。

• 最終日、このプログラムに 参加したことは 私が今までやってきたことの中で 一番だと気 付いた 。 本 当に 多
く のことを学び、これからの人生に生かして いける 。 自分の国で も日 本 語をし つかり学び、沖縄の文化に

つ いて伝 えて いきた い。
・報告会で全員 が 座ったとき、 私は最 初の日を思 い出したが、こんなに も素 晴らし いグループ になるとは 想

像して いなかった 。 それはグループ として成 長しただけでな く 、個々人が人として成 長したからだと思う 。
• もっと 早 く 報告会の 内 容を 知って いたら、 それに 向けて もう少し 準備することができたと思う 。

県 内 海外 ど ち ら
と も
7% 

81 

全体 ど ち ら
と も
3% 



4 . 今回の 一連の研修で最 も 印象 に残っ た こ と を お書き く だ さ い。
【県内参加者】

・ウチナ ーンチュ としてのア イデンテイティ ーに ついて考えたときの事が 印象に残っている。 海外参加者 の
メ ンバ ーが自分と沖 縄との 距離が近 づいた気がすると言っていたので、 とても 嬉しく思った。

•海外参加者 も県内参加者 も沖縄を 誇りに思っていて、 沖 縄で つながっているということ ！
•平和学習での世界の平和に 対する意 識がこんなにも 違うのかと、 とても 印象に残った。 このことはこの研

修だけではなくもっと伝えていく べきだと思うので、 今後の活動に生かしていきたい。
•みんなが同 じ目標をもって活動できたことに、 私自身、 大きく変わった 期間だった。 このプ ログラムを機
に、 活動の 輪を広げていきたいと考えている。

【海外参加者】
•みんなとかけがえのない関係を 築けたこと。
•最後 にみんなでメッセ ージを 書きあったこと。 とても 悲しくて、 みんな 泣いていて別れたくなかった。
•平和学習はとても 印象に残っている。 第二次世界大戦で沖 縄に 何があったかを学んだのは初めてではなか

ったが、 ひめ ゆりで 民間人がどのような 苦しみを 味わったか、 同 世代の 女の子が戦 争に 加担せ ざるを 得な
かった事実はひどく 私を落ち込ませた。 何より、 沖 縄の人々がこんなひどい経験をしながらもとても親切
なこと に驚いている。

・ 肝高の 阿麻和 利を学び、 家 族の前で 踊ることができたこと。

5 .  同事業について今後 ど の よ う な 内容を希望 し ま すか。
【県内参加者】
(1) 事前学習

・事前学習の 時に、 海外参加者 の人とスカ イプ などのビデ オ通 話が出 来るものでコミュニケ ーションを取っ
てみると 面 白いと思う。

・ボランティアが自分の代を振り返り、 今どのようなことをやっているかを聞ける 時間を設けれ ば、 参加者
は UJS を イメ ージしやすいと思う。 移民関係の イベント 情報も盛り込んだら、 ア ドバンテ ージが つくと
思う。

(2)学習 プ ロ グ ラ ム
・沖 縄の 料理を 一緒に作る。 ・プ ログラムに 北部も入れる。

•県内と海外での 違いを 認識し、 両方が楽しめるプログラム。
•みんな ダンスが 好きで、 各国に ダンスの文化が 多かったので、 文化交流として海外参加者 に各国の ダンス

を教えてもらいたい。
•楽しいだけではなく、 学びの 面があってとても よかった 。 これからもますます、 参加者 たちにとって その

視 点は重要になってくると思う。

(3) 報告会
・参加者 の保 護者や家 族を 招いたら、 参加者 だけでなくもっと 輪が大きくなると思う。

【海外参加者】 ※ ( l) ～ (3)あわせて。
・ウチナーグチを学ぶ講座をしてほしい。
・ 三線、 民 謡
・ 肝高の 阿麻和 利を全 部見たい。

・エ イ サ ー
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6 . そ の他意見な ど
【県内参加者】
•あと 一週間でも 長いほうがいいと思った。

・今回はこのような事業に参加させていただきありがとうご ざいました。 皆様の サポ ートのおかげで良い経
験をさせていただきました ！ また、 国際的 な事業に受かれるように 頑張っていきます ！

・一週間の間で、学ぶことがたくさんあった。 それをより 多くの人に伝えていけるよう、 努力していきたい。
また、 将来は 私自身も企画・運営などに関われるような人材として 社会 貢献していきたい。

•最後のフェアウェルパ ーティ ーに関して、 海外参加者 に沖縄の伝 統芸能を 披露することを 提案しておけ ば
よかったと思った。 自分が参加した 時に、 海外参加者 の方が沖縄らしいということに 衝撃を受けたので、
次 回からは その パフ ォ ーマンスもいれていけれ ばいいと思う。

【海外参加者】
• 私の人生を変えたこのプログラムを作ってくれた 皆様に、 本 当に感謝している。

・母国を知る機会を 与えてくれたことにとても感謝している。
・ 誰一人このプログラムに参加したことを後 悔していないだ ろう。 皆できる 限り 早く沖縄に 戻ってきたいと

思っている。 自分たちの国にたくさんの 美しい経験や思い出を 持ち帰ることができ、 また今は 私たちを 待
ってくれる家 族が沖縄にいる。

•もう 一度みんなで集まり、 このような経験をする機会を 持ちたい。
・プログラム期間、 台風 の 影響で自 由 時間があった。 最後のステ ージのために ダンスの 練習ができたことは

よかったが、 あまりにたくさんの自 由 時間が出ないよう、 そうしたときのためのプランがあってもいいか
と思った。
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(2) メ ディ ア掲載

琉球朝 日 放送 報道部 ニ ュ ースQプ ラ ス » ジュニ アスタディツ アー

a,B 琉球朝日放送 報道部

月 曜 ～ 金 曜 夕 方 6 時 e S 分 よ り

仲宗恨朋芙
蘊日庫退 HOM E

201 4年8月 4 日 1 8時34分
ジュニアスタディツアー

海外 に住むウチナーンチュたち の子弟 に故郷 ・ 沖縄につ いて学んでも らうスタディツアーが始ま り ま した 。

今 回 、 ツアー に参加 したの はアメ リ カ やカナダ、 ボ リ ビアやブラジルなど1 0カ 国 か ら 集まった1 6人の学生たちです。

ウチナー ・ ジュニアスタディー事業 は2001 年度から始ま り 今 回で1 4回 目 。 海外移住者の子や孫たちを沖縄に招き、 県 内 の 同 年代(

子どもたち と生活を共 にしながら沖縄の歴史 や文化 自 然などを学習 し 自 分のルーツや故郷につ いて学ぶプロ グラムです。

4 日 、 県庁で開 かれた歓迎セ レモニーでは各国の特色あるお土産が手渡されるシーンもあ り 早くも文化交流がスター ト していま し

た。

沖縄での過ごし方について聞 かれた参加者 は 「キャンプファイアーとカヌー に乗るのが楽 しみです」 「沖縄の歴史 と 自 然について芍

びた いです」 と話していました。

一 行 は4 日 か ら7 日 間 の 日 程で交 流を深めていきます 。

1 . 米国高校生沖縄衣訪問

a,B琉球朝H-• Copyright © QAB. Ryukyu Asahi Broadcasting Corporation. Al l rights reserved.  

No reproduction or republ ication without written permission. 
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琉球朝 日 放送 報道部 ニ ュ ースQプ ラ ス » 22か国 の青少年 ・ 若者が大交流会

a,B 琉球朝日放送 報道部

仲宗恨朋芙

月 曜 ～ 金 曜 夕 方 6 時 己 5 分 よ り
埴匹 HOM E

ーエL - ' · • .． ． 

201 4年8月 5 日 1 8時31 分

22か国の青少年 ・ 若者が大交流会
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沖縄の文化を学ぶなど国際交流で沖縄を訪れている世界各 国の青少年たち が一 堂

に会 し沖縄の伝統文化を体験するワ ークショ ップが開かれま した 。

交流会に はアジア各 国 の若者がそれぞれの 国の環境問題につ いて考え 国境を越え

たネッ トワ ークを育むことを 目 指 した 「アジアユース人材育成プロ グラム」 と海外 に移住

した 県 出 身者の子弟が沖縄の文化につ いて学ぶ「ウチナージュニアスタディ」 の22か

国の若者が参加 。

うるま市で9 月 公演する「肝高の阿麻和利」 に 出 演する1 00人 あま り の 中 高生たち と交

流 しました。 交流会では海外からの参加者たち に沖縄の文化を感 じてもら おう とミュー

ジカ ルで披露される創作組踊 りを男性と女性の2つのパー トに分かれて体験。

参加者たち は手足の動きや振 り 付 けを1 つ 1 つ教えてもら いながら初めての組踊 り に笑顔で取 り 組んでいま した 。

カンボジアか ら参加 した1 7歳のパオブ ・ パニュ リ ー トさん は 「5 日 の経験はすごく楽 したの しかったです。 いろんな人 がいろんな国から

来て、 沖縄の伝統的な組踊 り とかを経験して 、 すごく素晴ら しかったです」

カナダか ら参加 したキング ・ マ リ ッサさん 、 1 5歳 は 「 この ような踊 り をするの は初 めてでとても素晴ら しい経験でした。 こういう踊 り をす

ることで、 沖縄に近くなった気がします」

そ して沖縄の比江島凜さん は 「沖縄の文化をみなさんに知っても らって、 沖縄から 文化を発信するっていう風にできたら い いなと思

っています」

新屋穂乃 実さん は 「めったにアメ リ カ の人とかほかの国の人とかかわるこ とがないので、 言葉が通じないところでのコミュニケーショ

ンとか、 とってもとれるよう になるなと思いました」 と話していました 。

子ども達 は遠い国の同 じ年ごろの仲間 と心を通わせながら沖縄の文化を 身近に感じる時間を共有 していました。

1 . ウチナージュニアスタディー ふるさとの歴史や文化に触れて

a,B琉球朝H-
、

Copyright © QAB. Ryukyu Asahi Broadcasting Corporation. All rights reserved.  

No reproduction or republ ication without written permission. 
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201 4 （ 平 成26) 年8月 6 日 （水） 「琉球新報」

県 系 ・ 県 内 学 生 が
共 に 沖縄文 化学ふ
ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー 始 ま る

海外移住者の子弟 と 虹内
の若者が交流 し、 文化や歴 ：

史を学ぷ 「 ウ チ ナ ー ジ ュ ニ
：

アスタ デ ィ ー」 （県広報交 ．
流 課 主 催 ） の 歓 迎 会 が 4 .
日 、 喋庁 1 階の県民ホール 世の玉城微美 （ゆみ） さ ん
で開かれた。 海外 10カ 国か (13) が 「私たちが頑張れば
ら 16人、 県内か ら 1 7人の中 沖細の文化はいつ ま で も残
志生ら が参加 し、 6 泊 7 日 る。 た く さん学び、 それぞ
で県内各地を巡る。 れの国に持ち帰 り たい」 と

参加者を代表 して、 ボ リ 抱負を語 っ た。 南風原高校
ビア沖縄県人会から 県系 3 3 年の兼城賢翔 （けん し ょ

86 

う） さ ん (1 8) は 「支えて く
れる関係者や両親に恩返 し
の つ も り で 思 い 切 り 楽 し
む」 と 話 した。

渋汐杓から参加 した学生は
出身国の工芸品や酒な どを
点に賠 っ たc



201 4 （平成 26) 年 8 月 1 1 日 （ 月 ） 「 沖縄タイムス」
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海
外
参加
奮に
は
Jュ
ニ
ア
大
使

認
状」
が 、
県
内
参
加
奮
に
は「
修

了
証」
が
授
与
さ
れ
た
「
ウ
チ
ナ
ー

ン
チュ
ジュ
ニ
ア
ス
タ
ディ」
畷
告

会
お
よ
び
修
了
式
＂

浦
添
市 、
J
I

C
A
沖
縄
国
際
セン
タ
ー

ウ
チ
ナ

ー
ジ
ュ

一＿
ア
ス
タ
テ
ィ
ー

海
外
移
住
者
子
弟
が
県
内
の

縄
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー

を

少
年
と
生
活
を
共
に
し 、
古
し
っ
か
り
持
ち
た
い」
な
ど
の

欝
縄
産子
ぷ
県
の
ウ
チ
ナ
ー

且
甘
画
を
発
表
し
た 。

ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ
デ
ィ
ー

事
業
の

県
が
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー

ン
チ

墾
器
と

鰺
式
が
9
日 、
浦
ュ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
担
う
次
世

欝
の
J
I

C
A
沖
縄
国
際
セ

代
育
成
な
ど
を
目
的
に
実
施

ン
タ
ー

で
開
か
れ
た 。
海
外n
し 、
今
回
が
14
回
目 。
参
加
者

カ
国
か
ら
15
人
が 、
県
内
か
ら
は
3
日
か
ら
9
日
ま
で 、
同
セ

16
人
が
参
加 。
そ
れ
ぞ
れ
歴
史
ン
タ
ー

に
滞
在
し
た 。
糸
満
市

や
平
和
な
ど
の
テ
ー

マ
で
学
習
の
ひ
め
ゆ
り
平
和
祈
念
資
料
館

成
果
を
報
告
し 、
「
こ
れ
か
ら
で
沖
縄
戦
に
つ
い
て
学
ん
だ

も
沖
縄
の
勉
強
を
続
け
る」「
沖

り 、
沖
縄
の
歴
史
や
移
民 、
伝

古里の歴史 ・ 文化学んだ

統
文
化
に
つ
い
て
講
義
を
受

け 、
互
い
の
交
流
も
深
め
た 。

母
が
那
覇
市
出
身
と
い
う
ド

イ
ツ
か
ら
参
加
し
た
内
間
未
来

さ
ん(
18)
は
「
い
っ

ぱ
い
大
切

な
も
の
を
得
ら
れ
た 。
ウ
チ
ナ

ー
ン
チ
ュ
と
し
て
の
自
覚
が
で

き
た」
と
感
激
の
涙 。
県
内
か

ら
参
加
し
た
南
風
原
高
校
3

T

年
の
兼
城
賢
翔
さ
ん(
18)
は

「
将
来
は
世
界
と
沖
縄
の
懸

け
橋
に
な
る
よ
う
な
廷平
に
つ

き
た
い」
と
目
を
輝
か
せ
て
い

こ。t
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201 4 （平 成 26) 年 8 月 1 3 日 （水） 「琉球新報」

1 週間の沖繹滞在で学んだ こ と を発表す る海外
系 人 と 県内の学生 ら ＝ 9 日 、 浦添市前田の J I C
A 沖縄国際セ ン タ ー

【

讐】
海
外
県
系
人
と
縄
の
歴
史
や
文
化 、
移
民
史一
ん
と
沖
縄
の
歴
史
を
学
び 、

ふ

県
内
学
生
ら
が
交
流
を
深
め
な
ど
を
学
ん
だ 。

次
の
世
代
へ
と
伝
え
て
い
き
一

る
「
2
0
1
4
年
度
ウ
チ
ナ

報
告
会
で
は
各
グ
ル
ー

プ
た
い」
と
発
表
し
た 。

芍

に

ー
ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ
デ
ィ
ー

事
が
取

り組
ん
だ
「
歴
を「
社

マ
レ
ー

シ
ア
か
ら
参
加
し

絹

北ハ

門
の

讐
会
と
修
了
式
が
会」
「
伝
統」
「
自
然」
「
平
た
福
里
大
結
君
(

15
)

は
「
今
一

汁
化

9
日 、

襲
帯
前
田
の
J
I

和」
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク」
の
回
学
ん
だ
沖
縄
の
歴
史
や
文

C
A
沖
縄
国
際
セ
ン
タ
ー

で
テ
ー

マ
に
沿
っ
て 、
学
習
の
化
を
世
界
中
に
広
め
て
い
き

生

文

開
か
れ
た 。

成
果
や
課
題
に
つ
い
て
発
表
た
い」
と
語
っ
た 。
県
内
か

学

史

同

塁
に
は
既
県
系
人
し 、
惹
見
を
述
べ
た 。
寸
劇

拿
茄
し
た
興
南

高校
3
年

歴
16
人 、
県
内
学
生
ら
17
人
が
や
ス
ラ
イ
ド 、

動
画
な
ど
工
の
伊
佐
茉
倫
さ
ん(
17)
は

ア一

需 。
3
日
か
ら
1

週
間 、

夫
を
凝
ら
し
た
伝
え
方
で
会
「
世
界
と
沖
繍
を
つ
な
げ
る

内県
二

[

生
活
登
記

起

翌藷

捲蓋

皇

晨
o

平
和
グ
人
に
な

g
ど
と
決
さi
を

●

ュ
タ

し 、
異
文
化
理
解
を
深
め
た 。
ル
ー

プ
は
「
私
た
ち
が
き
ち
込
め
た 。

系
ジ
ス

那
覇

開
の
平
和
通
り
や
公

I

欝
場 、
ひ
め
ゆ
り
平
和
祈

今資
料
館
な
ど
を
巡
り 、
沖

県
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2014 （ 平 成26) 年8 月 25 日 （ 月 ） 「琉球新報」

兼
城

賢
翔
さ
ん
(

18
)

各
因
の
歴
史
や
文
化
の
違
い
に
触
れ

交

流

で

視

野

広

げ

る

「
考
え
方
や

璽

農
遵
い
に
驚
い
た
J

ー
で

ご・・・
海
社
栗
系
人
と

笈
流
会
「
2

と
刺
激
を
受
け
た 。「
言
葉
は
通
じ
な
く

ィ
加

，；
4
岳戌
ウ
チ
ナ
ー

ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ

て
も 、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
を
取
る

ィ

妻

しが

こ
と
が
で
き
た」
と
胸
を
張
る 。「
今
回

デ
参

年
主 。

下

夕
婁

ス
事

呂

の
経
顎
を
楽
し
か
っ
た
で
終
わ
ら
さ

ァ

の
日
程
で

中

ず 、
他
国
の
文
化
や

、
ポ
リ
ビ

受
け
入
れ
て
い
け

―

―

 

ュジ

っ

た
い」
と
決
氾
をr
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201 4 （ 平 成 26) 年 1 0 月 1 6 日 （ 木 ） 「沖縄 タ イ ム ス 」

石
垣
で
た
く
さ
ん
の
親
戚
と
交
流
す
る
ジ
ャ
ク

ソ
ン
・

イ
ー

タ
ン
君
（
後
列
左
か
ら
5
人
目）

11
石
垣
市
内

沖縄でルー ツ ・ 伝統学ふ

イ
ー
タ
ン
君、
親
戚
と
初
対
面

子 。
石
垣
の
親
戚
の
多
く
と
対
面

が
参
加 。
沖
縄
国
際
セ
ン
タ
ー

で

ぷ
面
が
多
か
っ
た」
と
振
り
返
っ

し 、
家
族
の
絆
を
感
じ
た 。

沖
縄
の
高
校
生
と
合
宿
活
動 。
午

た 。

ま
た 、
う
る
ま
市
に
住
む
松
江

前
の
授
業
で
沖
縄
の
自
然 、
歴
史 、

社
会
見
学
で
平
和
祈
念
公
園
を

さ
ん
の
妹 、
富
山
悦
子
さ
ん
宅
の

伝
統
工
芸 、
平
和 、
移
民
な
ど
に

訪
問 、
平
和
を
願
う
気
持
ち
に
な

ホ
ー

ム
ス
テ
イ
で
は
西
架ツ
四
つ

つ
い
て
学
ん
だ 。

っ
た 。
ガ
ラ
ス
H
場
の
見
学
や
太

の
島
や
水
族
館 、
首
里
城
な
ど
の

イ
ー

タ
ン
君
は
「
中
南
米
や
他

鼓
も
体
験 。
「
沖
縄
の
豊
か
な
食

＠
 

多
く
の
観
光
地
を
案
内
し
て
も
ら

の
国
か
ら
の
参
加
者
も
英
語
が
上

文
化
も
体
験
で
き
中
で
も
沖
縄
ソ

米・
ア
ト
ラ
ン
タ『

【
ル
イ
ス
高
江
洲
佳
代
子
通
信
っ
た 。
旧
盆
の
ウ
ー

ク
イ
も
体
験

手
で 、
沖
縄
の
高
校
生
と
も
英
語

バ
と
タ
コ
ラ
イ
ス
は
大
好
き」
と

員】
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・

イ
ー

タ
ン
君

し 、
祖
先
を
大
事
に
す
る
沖
縄
の

が
通
じ
た 。
参
加
者
全
員
が
プ
ラ

将
来 、
沖
縄
へ
の
留
学
も
考
え

(

18
)

は
7

且“
日
か
ら
臣n
間 、

伝
統
を
学
ぶ
こ
と
も
で
き
た 。

ス
思
考
で
仲
間
意
識
が
頭
く 、
大

る
よ
う
に
な
っ
た 。
帰
国
後
も

県
主
催
の
ウ
チ
ナ

ー
ジ
ュ
ニ
ア
ス

8
月
3
日
か
ら
始
ま
っ
た
ジ
ュ

き
な
家
族
の
よ
う
な
雰
囲
気
だ
っ

32
人
の
仲
間
と
メ
ー

ル
で
近
況

タ
デ
ィ
ー

と
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
の
プ

ニ
ア
ス
タ
デ
ィ
ー

に
は 、
海
外
印

た 。
沖
縄
の
高
校
生
は
ど
の
課
題

報
告
を
す
る
な
ど 、
交
流
は
続
い

ロ
グ
ラ
ム
で
沖
縄
の
親
戚
と
初
め

力
国
か
ら
15
人
と
沖
縄
の
高
校
生

に
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
て
学

て
い
る 。

て
対
面
し
た 。
那
覇
空
港
で
親
戚

や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
関
係
者
の
歓
迎

を
受
け 、
空
港
に
着
い
た
瞬
間 、

出
迎
え
た
人
の
温
か
い
愛
情
が
伝

わ
り
感
動
を
覚
え
た
と
い
う 。

翌
日
は
石
垣
へ
案
内
さ
れ
た 。

ア
ト
ラ
ン
タ
県
人
会
の
理
事
で
も

あ
る
イ

ー
タ
ン
君
の
祖
母
の
美
里

松
江
さ
ん
の
実
家
が
あ
り 、
松
江

さ
ん
の
弟
の
美
里
春
樹
さ
ん
ら
の

家
族
を
通
じ
ル

ー
ツ
を
学
ん
だ 。

コ
バ
ル
ト

ブ
ル
ー

の
海
や
竹
富
島

で
の
水
牛
体
験
に
は
感
動
し
た
様
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201 4 （ 平 成 26) 年 1 1 月 1 7 日 （ 月 ） 「 沖 縄 タ イ ム ス 」

ル
で
行わ
れ
た 。

生
徒
た
ち
は
家
族
や
学
校
生

井
上
久
美ボ
リ
ビ
ア
日
本
語
教
活 、
い
ろ
ん
な
行
事
に
参
加
し
感

育

研究染
資
会
副
委
員
長
は
「
生
じ
た
こ
と
な
ど
を
発
表
し
た 。

徒
の
多
く
が
3
世
で 、
家
庭
内
で

オ
キ
ナ
ワ
第一
日
ボ
校
の
宮
城

H
本
語
力
向
上
へ

呈
語
裟
嬰
少
な
な
っ
て
幸
言
ん(
13)
11

中
等
1

年
11

は

3
惟
ら
お
話
大
会

い
る 。

蒻
大
会
昔
本
語
の
向
「
オ
キ
ナ
ワ
整
描
が
入
燎
器

上
に
つ
な
が
っ
て
い
る」
と
述べ
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
も 、

た 。
在
サ
ン
タ
ク
ル
ス
領
事
事
務
お
じ
い
ち
ゃ
ん 、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

家
族
や
学
校
題
に

【
山
城
博
明
通
僧
員】
ボ
リ
ビ
所
の
植
松
聡
参
事
官
は
「
日
本
語
た
ち
が
苦
労
し
て
す
て
き
な
移
住

ー
ア
日
本
語
塾
罪姦
染
資
会
（
本
が
話
せ
る
こ
と
が
ど
ん
な
に
素
晴
地
を
残
し
て
く
た
か
ら 。
こ
れ
か

多
由
美
委
員
長）
主
催
の
「
第
24
ら
し
い
か
日
本
に
行っ
た
時
に
実
ら
私
た
ち
が
頑
張
っ
て
も
っ
と
良

回
お
話
大
会」
が
10
月
4
日 、
オ
感
す
る
と
思つ 。
頑
張っ
て
勉
華
い
移
住
地
に
し
て
大
切
に
し
て
い

ー
キ
ナ
ワ
日
杢小
リ
ビ
ア
協
会
ホ
ー

し
て
ぽ
し
い」
と
励
ま
し
た 。

き
た
い」
と
感
謝
と
抱
負
を
話
し

一

発
表
は
低
学
年
の
朗
読
の
部 、

た 。

初
等
5
年
か
ら
中
等
2
年
生
の
お

ま
た 、
ヌ
エ
バ・
エ
ス
ペ
ラ
ン

話
の
部
に
分
か
担
狂ぢ
れ
た 。
ま
サ
校
の
玉
城
優
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ウチナー ジュ ニ アス タ ディ ー事業受け入れ実績

( 1 ) こ れ ま で の海外参加者 ・ 引 率者 ・ 青年 リ ー ダー 内訳 ＊ は ウ チ ナー ン チ ュ 大会 開催年
0 国別 内訳 （ ） 内 は、 平成2 3年度ま で は 引 率者の 人数、 平成24年度か ら は青年 リ ー ダー の人数

年度 H 1 3 H 1 4 Hl5  H 1 6 H 1 7  H 1 8  H1 9 H20 H2 1 H2 2  
H23 H24 H25 H26 計国名 ＊ ＊ ＊ 

ボリビア (
4 

1) 
2 2 2 2 4 2 1 1 1 3 1 2 3 

(
3

5
0 
) ( 1) (1) (1) (1) 

ブラジル 8 3 3 3 3 6 3 3 3 3 2 3 3 2 48 
(2) ( 1 ) ( 1 ) ( 1 ) ( 1 ) ( 1 )  (1 ) ( 1 )  (1 ) (1 ) (1 ) (1 2) 

うちカンポグランデ 2 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 5  
(1 ) ( 1 )  ( 1) (3) 

アルゼンチン 4 2 2 2 2 3 2 2 2 2 3 1 3 2 32 

(1) (1 ) ( 1 )  ( 1 )  ( 1 )  (1 )  (6) 
ペルー 4 2 

( 1
2 

) 
2 2 3 2 1 

(
2 

1) 
2 3 1 2 1 29 

(1) (1) (1) ( 1 ) ( 1 )  (1 )  (1) (9) 
ベネズエラ 1 1 

( 1) (1 ) 
メキシコ 2 1 1 1 1 1 1 1 ， 

(1 )  ( 1 ) 
キューバ 1 1 1 1 1 1 1 7 

(1) ( 1 )  ( 1) ( 1 )  ( 1 )  ( 1 )  (1) (7) 
フランス (｛) 

1 
( 1) 

イギリス
(｝) 

1 2 1 5 
( 1 )  (2) 

ドイツ 1 1 1 1 1 占( 1 )  ( 1 )  
アメリカ 1 7  6 6 5 5 1 0  5 4 6 7 7 5 2 2 87 

(4) (2) (4) (1 ) (1 ) (2) ( 1 )  ( 1 )  ( 1 ) (1 ) ( 1 )  (1 ) (20) 
うちハワイ 2 2 1 1 1 1 1 9 

(1 ) ( 1 ) 
うちグアム 1 

（し (
2 

1) 
カナダ 4 1 1 1 1 2 1 1 1 2 1 1 1 1 

(
1
3

9 

) (2) (1) 
フィリピン 3 2 2 1 1 1 1 1 1  

(1) (1) (1) (3) 
シンガポール 1 1 

(1) (1) 
マレーシア 1 1 1 1 4 

韓国 1 1 
(
2 

1) ( 1) 
ニューカ レドニア 1 1 1 1 1 5 

計
50 20 1 9 1 7  1 7  34 1 7  1 5  1 8  2 1  23 14 15 1 5  295 

(1 7) (9) (9) (5) (5) (6) (4) (4) (4) (5) (3) (1) (1) (1) (74) 

0世代別 内訳
H 1 3 H1 4 H15  H 1 6 Hl 7 H18  H1 9 H20 H2 1 H2 2  

H2 3  H2 4  H25 H26 計＊ ＊ ＊ 
1 世 1 2 1 1 1 1 7 
2世 26 5 6 6 3 1 4 5 2 5 8 8 5 2 5 1 00 
3世 2 1 8 1 0  8 ， 1 3 8 5 8 7 8 4 6 7 1 2 2  

4世 3 7 3 2 3 5 4 7 5 5 6 5 6 3 64 

5世 1 1 2 

計 50 20 1 9  1 7  1 7  34 1 7  1 5  1 8  2 1 23 1 4 1 5  1 5  295 

※ 引 率者、 青年 リ ー ダー は含 ま な い

※ 引 率者、 青年 リ ー ダー は含ま な い
H; | H 1 4 

| 
H 1 5  | H 1 6 | H 17  | H; | 印9 | H2o |  H2 1 

| 
H22 

| 
t3 | H24 | H25 | H26 | ［ 

ーー
6

 0
7

 

l
l
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l
l

 

5
 l

o
 

1
2

 

，
 

0
0
0

 

3
2
5

 

] | 

6 

： |

4 

|

6 

： |

9 

| i: I :  4 | ：  5 | :  5 

125-
170-
295
 

(2) こ れ ま で の 県 内 ・ 県外参加者内訳
0 学生別 内訳

国口:---王巴-
H 1 3 H 1 4 H 1 5  H 1 6 Hl 7 H18  H 19 H20 1--12 1 H22 

H2 3  H24 H25 H26 計＊ ＊ ＊ 
小学生 ， ， 
中 学生 24 1 3  7 5 4 1 1  4 4 5 6 7 2 3 5 100 
高校生 1 7  1 1  1 8  1 5  1 5  22 1 3 1 1  1 3 1 5  1 7  1 2 1 2 1 1  202 

言十 50 24 25 20 1 9 3 3  17 1 5  1 8  2 1 24 1 4 1 5  1 6 3 1 1  

＊ は ウ チナー ン チ ュ 大会 開催年
※青年 リ ー ダー は含 ま な い

0 県 内 ・ 県外参加者の男女別 内訳

国□□＼～巴： H1 3 H18  H2 1 H22 
H23 H24 H25 H26 計H 1 4 H 1 5  Hl 6 Hl 7 H 19 H20 

＊ ＊ ＊ 
男 子 1 5  6 4 4 5 7 3 3 4 3 4 2 3 3 66 

女子 35 1 8  2 1 1 6 1 4 26 1 4 1 2  1 4 1 8  20 1 2 1 2 1 3 245 
計 50 2 4  25 20 1 9 3 3  1 7  1 5  1 8  2 1 24 1 4 1 5  1 6 3 1 1  

※青年 リ ー ダー は含ま な い
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※本報告書の 内容を許可 な く 複写 ・ 複製 ・ 転載 ・ 翻訳をする こ と を禁 じ ます。
．． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 璽 ● ● 璽 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 奮 ● ● ● ● ● 纏 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 璽 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．

平成26年度 「ウチナー ジュニアスタディー」 事業実施報告書

沖縄県

く 受託者 ＞

平成26年度 ウ チ ナ ー ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー 事業 に か か る 共 同 企業体

ト ッ プ ツ ア ー株式会社

特定非営利 活動法人万国 津梁人財ネ ッ ト ワ ー ク

公益社団法人青年海外協 力 協会
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